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�　
本
年
２
月
よ
り
進
め
て
き
ま
し
た
基

本
設
計
の
内
容
が
、
固
ま
り
ま
し
た
の

で
、
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
こ
の
基
本
設
計
は
、
今
ま
で
実
施
し

ま
し
た
市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
多
機
能

ア
リ
ー
ナ
建
設
委
員
会
、
多
機
能
ア
リ

ー
ナ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
多
く
の

方
々
か
ら
、
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ

く
中
で
、
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
基
本
設
計
に
基
づ
き
ま
し

て
、
本
市
の
『
人
づ
く
り
』
『
健
康
づ

く
り
』
『
交
流
づ
く
り
』
の
拠
点
施
設

と
し
て
よ
り
詳
細
な
実
施
設
計
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
建
設
整
備
の
考
え
方
な
ど
を

ま
と
め
た
「
建
設
整
備
計
画
」
に
つ
い

て
も
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
、

各
支
所
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
市
で
は
、
基
本
設
計
や
建
設
整
備
計

画
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
、
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

し
ま
す
。

　　
建
物
の
構
造
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
、
鉄
骨
造
、
木
造
に
よ
る
3
階
建

の
耐
火
構
造
で
す
。

　
屋
内
の
主
な
構
成
は
、
大
ア
リ
ー
ナ
、

小
ア
リ
ー
ナ
、
ス
テ
ー
ジ
、
観
覧
席
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
、
楽
屋
、
ラ
ウ
ン

ジ
、
多
目
的
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、

事
務
室
、
更
衣
室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
器

具
庫
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
の
防
災
拠
点
と
な
る

た
め
、
備
蓄
倉
庫
を
配
置
す
る
計
画
で

す
。
　
十
分
な
耐
震
設
計
、
非
常
用
発
電
機

の
設
置
に
加
え
、
災
害
時
も
利
用
可
能

な
給
水
設
備
や
施
設
内
の
ト
イ
レ
設
備

を
確
保
す
る
こ
と
か
ら
防
災
拠
点
と
し

て
十
分
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
屋
内
の
居
住
空
間
を
効

率
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
検
討
を
重

ね
、
よ
り
よ
い
施
設
と
な
る
よ
う
、
実

施
設
計
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
利
用
を
第
一
と
し
て
、
市
民
の
交

流
や
健
康
、
人
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て

活
用
し
て
い
く
た
め
、
専
門
の
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
多
岐
に
わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障
が

い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
活
動
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
内
各
所
の
体
育
館
や
生

涯
学
習
施
設
と
の
連
携
を
図
り
、
多
機

能
ア
リ
ー
ナ
を
核
と
し
た
市
内
一
体
型

の
活
用
を
目
指
し
ま
す
。

　
建
設
予
定
地
近
隣
に
は
、
「
県
立
博

物
館
」
を
は
じ
め
、
「
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
」
「
笛
吹
高
等
学
校
」
「
み
さ
か
の

湯
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
と
連
携
を
深
め
る
こ

と
に
よ
り
、
「
学
校
教
育
の
振
興
」
「
生

涯
学
習
の
振
興
」
「
文
化
の
振
興
」
「
観

光
の
振
興
」
の
促
進
を
積
極
的
に
図
り
、

相
互
利
用
に
よ
る
有
効
活
用
を
推
進
し

ま
す
。
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　市が計画している多機能アリーナ建設事業につきまして、「基本設計」「建設整備計画」の詳し

い内容を市民の皆さんにご説明し、建設的なご意見を伺うため、市民ミーティング（説明会）を

開催します。

　参加は、自由ですので、ぜひ多数の皆さんのご参加をお願いします。

　なお、開催場所は、次の会場で行いますので居住地域にかかわらず、皆さんのご参加をお待ち

しています。

■問合せ先　経営企画課　多機能アリーナ建設班FAP（ファップ）　☎�055（261）2028

■問合せ先　経営企画課　広聴広報担当　☎�055（262）4111

11月9日（水） 御坂西小学校体育館

11月7日（月）
午後7時30分から

スコレーセンター

月　日 時　間 会　場

　８月21日（夏季大会）から開催された第64回山梨県体育祭りは９月10、11、18日に小瀬ス

ポーツ公園のほか、県内の各施設で開催されました。

　笛吹市は、最後まで首位を走ってましたが、最終日に甲府市に追いつかれ、わずか３点差で

惜しくも総合２位で今大会を終了しました。

　監督及び選手の皆さん本当にお疲れ様でした。

　なお、ソフトテニス男子と卓球男子は、笛吹市として平成17年度に出場して以来、７連覇を

達成しています。主な結果は以下のとおりです。（第３位以上抜粋）

山梨県体育祭り　表彰式 連覇を果たした卓球男子

■問合せ先　（財）ふえふき文化・スポーツ振興財団　☎�055（263）7959

▼優　勝　○ソフトテニス��男子　○卓球��男子　○相撲　○ソフトボール��男子

　　　　　○ゴルフ　　　　　�　�○バウンドテニス��男子

▼準優勝　○ソフトテニス��女子　○ラグビー　○柔道　○ライフル射撃

　　　　　○テニス��男子　○バウンドテニス��女子　○ターゲットバードゴルフ��男女

▼第３位　○バレーボール��女子　○ハンドボール��男子

　　　　　○バドミントン��女子　○ソフトボール��女子　○弓道��男女

　　　　　○テニス��女子　　　　○ゲートボール��女子

　文化活動時に通常は、小ア

リーナを活用し、固定客席部

分に加え、収納可能な可動席

や手動で並べるイスにより約

1,200席程度の利用を計画し

ています。

　また、大アリーナについて

は、大きな空間を活かし、仮

設ステージや手動で並べるイ

スを設置することにより、大

規模な催しも開催できる施設

として考えています。

客席
約1,200席

ステージ



▼募集期間　平成23年11月１日（火）～15日（火）午前９時～午後５時

▼申込方法　規定の申込書に記入して、持参・ファックス・Eメール・郵送のいずれかでお申し込み

ください。その際には、必ず「講座番号」と「講座名」を明記してください。

○ファックスの場合　ＦＡＸ�０５５（２６１）３３４０

○Eメールの場合　申込書を市ホームページからダウンロードし、Ｅメールに添付してください。

　　　　　　　　　shogaigakusyu@city.fuefuki.lg.jp

○持参の場合　笛吹市役所南館�３階�生涯学習課・御坂支所・一宮支所・八代総合会館・境川総合

会館・春日居支所

　申込書は、上記の他、市内図書館窓口などにもおいてあります。また、このページのコピーもご

利用いただけます。

■郵送・問合せ先　〒４０６－００３１��笛吹市石和町市部８０９－１　（笛吹市役所南館内）

　　　　　　　　　笛吹市教育委員会　生涯学習課　生涯学習担当　☎�０５５（２６１）３３３９

▼そ�の�他

○応募者が定員を超えた場合は、抽選で受講者を決定します。その際は、笛吹市民が優先となります。

　（講座により、初心者等を優先する場合もあります）

○受講が決定した方、または抽選に外れてしまった方には、講座受講者決定通知書、または落選通知

書を送付しますので必ず内容をご確認ください。

○材料費・入場料等が必要な場合は、先に講座受講者決定通知書でお知らせする銀行口座へ振り込ん

でいただくことになります。

○期間を過ぎても定員に達しない講座は、再募集する場合があります。また、希望者が一定の数に達

しない場合などには、講座を取りやめることもあります。

※市民講座の内容は、初心者を対象としています。引き続き受講を希望される場合や、もう少し高い

レベルの講座を受講したい場合などは、自主（任意）グループを結成することで、学習を継続でき

ることもできます。詳しくは、各講座担当の生涯学習コーディネーターにご相談ください。

平成２３年度　「笛吹市民講座」�３学期受講申込書

住　所

電話番号 生年月日 大・昭・平　　年　　月　　日

フリガナ

男・女

申込者氏名

希望する
講座番号

希望する
講座番号 講　座　名講　座　名

〒

※楷書体ではっきり記入してください。

講
座

講
座

講
座

講
座

講
座

講
座 初心者行書（ペン）講座

講師 足立利恵�先生 定員 10人

会場 学びの杜みさか

日時 平成24年2月17日・24日、3月2日・9日
各金曜日　午前10時～11時30分

受講料 1,500円

ペンを使い行書を基礎から学びます。平仮名、名前、住
所など自信を持てる字を身につけてみましょう。
※初めての方が対象の講座です。

1

講
座 長期はじめてのパソコン教室

講師 �ピーシーワークス社員 定員 20人

会場 �ピーシーワークス(石和町東高橋）

日時 平成24年1月14日・21日・28日、2月4日・18日・
25日、3月3日　各土曜日
午前9時30分～11時30分

受講料 4,200円

パソコンやインターネットをこれから使いたい方、持っ
ているけど使いこなせていない方向けの講座です。電源
の入り切りやマウス、キーボード操作を基本から習い、
インターネットやワード、エクセルまで体験できます。

2

講
座 初心者のための古文書解読

講師 御坂町文化協会古文書部 定員 15人

会場 学びの杜みさか

日時 平成24年1月26日、2月9日・23日、3月8日・22日
各木曜日　午後1時30分～3時

受講料 無料

読みやすい古文書を教材として、特殊な文字、万葉がな
の読み方、辞典の利用の仕方等、はじめて古文書に接す
る方を対象とした講座です。

3

講
座

シリーズ　山梨の戦争遺跡�Vol.5

「韮崎市七里岩地下壕群」と「万歳峠」

講師 市教育委員会生涯学習課　野　�進
韮崎七里岩地下壕を保存する会

定員 20人

会場 韮崎市・北杜市

日時 平成24年2月2日(木)午前7時30分～11時50分
午前7時30分スコレーセンター南側駐車場　集合出発

受講料 無料

「平和」について考える講座の第5弾。今回は、今年3月か
ら公開されている韮崎市七里岩地下壕群及び、多くの特
攻兵と多くの若者を戦地に送り出した場所「万歳峠」を
見学し「平和」や「いのち」について考えます。

4

講
座 東海地震に備える

講師
㈰県立防災安全センター防災指導員
㈪甲府地方気象台　東海地震防災官

定員 20人（2回とも参加できる方）

会場 ㈰県立防災安全センター（中央市）　㈪境川総合会館

日時 ㈰平成24年2月28日(火)　午前8時50分～正午
㈪平成24年3月6日(火)　午前9時～11時30分

受講料 無料

1回目は県立防災安全センターにおいて、実際にあった大きな地
震などの体験をし、実例を基にした講義を受けます。2回目は予
想される東海地震について専門官から講義を受け、知識を深め
ます。全体を通して、備えることの大切さを学びます。

5

講
座 マイカー点検教室

講師 AMS山梨青年部

会場 （社）山梨県自動車整備振興会、商工組合

日時 平成24年2月18日（土）
午前9時30分～11時30分

定員 15人 受講料 無料

日常点検を知ることで「エコドライブ」→排出量削減に
つながります。環境とお財布にやさしい「エコライフ」
を目指しましょう。簡単な座学と実際に自分の車で点検
方法を学びます。

6

講
座 ケータイ安全教室

講師 （株）NTTドコモ山梨支店　
ケータイ安全教室インストラクター

定員 25人

会場 八代総合会館

日時 平成24年2月1日・8日（水）午前10時30分～正午

受講料 無料

1回目は「災害用伝言板」や緊急速報「エリアメール」につい
て、2回目は「被害者にならないために」をテーマに振り込
め詐欺の実態や犯罪から身を守るための対策を学びます。

7

講
座

お気に入りの写真を飾ろう！！
「スクラップ・ブッキング」

講師 新海由里子�先生 定員 20人

会場 スコレーパリオ

日時 平成24年1月20日・27日、2月3日　各金曜日
計3回　午前10時～11時30分

受講料 4,500円

スクラップブッキングとは、お気に入りの写真を飾るペ
ーパークラフトのことです。写真をアルバムに貼るだけ
でなく、台紙にステッカーやお花((輸入の専用材料等)を
貼ったり、イラストやタイトルを添え、写真に思い出を
書き綴り、より鮮明に自分史や家族の歩みを記す方法です。

8

講
座 粘土（ハーティクレイ）で作るお雛様

講師 吉原ゆかり�先生 定員 20人

会場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

日時 平成24年2月7日・14日・21日・28日　各火曜日
午前10時～11時30分

受講料 2,000円

1回目：お内裏様とお雛様、2回目：三人官女、3回目：小
物、4回目：仕上げという行程で手作りお雛様を作りまし
ょう。基本を覚えれば応用で他の物も作れ楽しみが広が
ります。

9

講
座 春の編み物教室

講師 返田由香子�先生 定員 20人

会場 あぐり情報ステーション

日時 平成24年2月7日・14日・21日・28日、3月6日
各火曜日　午後1時30分～3時30分

受講料 3,500円

一年を通して、使うことのできる衿つきの前開きベスト
を製作します。手作りのベストで春風の中出かけてみま
せんか。

10

※携帯電話の機種は問いません。



講
座 初心者将棋教室
講師 八代町文化協会将棋部員 定員 20人

会場 八代総合会館

日時 平成24年1月21日・28日、2月4日・18日・25日
各土曜日　午前10時～正午

受講料 無料

将棋を始めたい方、興味がある方など、初めての方を対
象とした講座です。ルールやマナー等を学び、楽しく将
棋をしてみませんか。

21

講
座 初心者お琴教室
講師 石和町文化協会邦楽部員 定員 10人

会場 スコレーセンター

日時 平成24年1月25日、2月1日・8日・15日・22日
各水曜日　午後7時～9時

受講料 1,000円

琴を習ってみたい方、初心者コースができました。子ど
もの頃習っていた方も、もう一度はじめてみませんか。
※琴の他、必要なものは、お貸しします。

22

講
座 初心者ギターorマンドリン教室
講師 石和町文化協会マンドリン部員 定員 15人

会場 スコレーセンター

日時 平成24年1月21日、2月4日・18日・25日、3月10日
各土曜日　午後7時30分～9時　㈰ギター　㈪マンドリン
㈰㈪どちらを受講希望するか選んで申込書に記入

受講料 200円

マンドリンとギターに分かれ講師を中心にマンドリンク
ラブの団員と一緒に初心者の方に親切丁寧に指導し、簡
単な曲が演奏できるまでになります。※ギターは各自ご
用意ください。マンドリンのない方はお貸しします。

23

講
座 初心者教室「楽しく歌いましょう。」
講師 一宮町文化協会コーラス部員 定員 10人

会場 一宮福祉センター

日時 平成24年1月18日・25日、2月1日・8日・15日
各水曜日　午後7時30分～9時

受講料 無料

ストレス解消に、新しい趣味に、仲間とともに楽しく歌
をうたってみませんか。

24

講
座

ジャズダンス教室
「春に向かってシェイプアップ！」

講師 早川真白�先生 定員 30人

会場 あぐり情報ステーション

日時 平成24年3月1日･8日･15日･22日･29日
各木曜日　午後7時30～9時

受講料 無料

冬場に貯えた脂肪をそぎ落とし、身も心も軽やかに春に
向かって大変身しましょう！

25

講
座 ミニバランスボールで元気アップ！
講師 半田美恵子�先生 定員 30人

会場 働く婦人の家（八代町）

日時 平成24年1月31日、2月7日・14日・21日
各火曜日　午前10時～11時30分

受講料 無料

直径25cmほどの小さなバランスボールを使って、引き締
まったボディーライン＆しなやかに動ける身体づくりを
しましょう。誰でも気軽にできる楽しいコアエクササイズ

29

講
座 女子サッカー教室
講師 日本サッカー協会公認C級コーチ�佐野いくみ�先生

定員 10人 会場 石和農村スポーツ広場

日時 平成24年1月27日、2月3日・10日・17日・24日
各金曜日　午後7時～8時30分 受講料 無料

初心者を対象にしたサッカー教室です。基本動作を楽しく
学べます。ママさん大歓迎です。

30

講
座 日本の文化に触れてみよう！
講師 土橋春園�先生 定員 15人

会場 働く婦人の家（八代町）

日時 平成24年3月1日・8日　各木曜日��午後1時30分～3時

受講料 無料

日本には、昔から自然との調和の中で日常生活に知恵を
働かせた文化があります。古き良き時代の文化や昔の人
の知恵などについて講師がわかりやすくお教えします。

31

講
座 初心者社交ダンス教室
講師 一宮文化協会社交ダンス部員 定員 15人

会場 一宮福祉センター

日時 平成24年1月10日・17日・24日・31日
各火曜日　午後7時30分～9時

受講料 無料

新しい年に、仲間づくりと健康づくりに社交ダンスに挑
戦しましょう！ダンス部員が精一杯サポートします。

26

講
座 初心者舞踊教室
講師 八代町文化協会舞踊部員 定員 10人

会場 八代総合会館

日時 平成24年1月20日(金)・27日(金)、2月9日(木)・
23日(木)、3月2日(金)　午後7時30分～9時

受講料 無料

民謡、舞踊をやってみませんか。老若男女どなたでも大
歓迎です。最初に山梨の民謡武田節から始めましょう。

27

講
座 初心者太極拳教室
講師 日本武術太極拳連盟公認指導員 定員 20人

会場 スコレーセンター

日時 平成24年1月31日、2月7日・14日・21日、3月6日
各火曜日　午後7時30分～9時

受講料 無料

心身をリラックスさせ、ゆっくりした全身運動です。健康・
長寿に良いとされ、愛好者も増えています。老若男女は
問いません。あなたもはじめてみませんか！

28

コサージュづくり教室
講師 藤原由美子�先生 定員 20人

会場 学びの杜みさか

日時 平成24年１月24日（火）　午前10時～正午

受講料 1,200円

入学式、卒業式などのフォーマルにも幅広く使えるコサ
ージュです。大切な日のために心を込めて楽しく作りま
しょう。

11

ハワイアンキルトに挑戦
講師 村松江美子�先生 定員 10人

会場 境川総合会館

日時 平成24年1月13日・27日、2月10日・24日、
3月2日　各金曜日　午後2時～3時30分

受講料 5,000円

ハワイの文化から生まれたハワイアンキルト。大きなモ
チーフが特徴です。あなた自身の手で思いを込めたバッ
グに仕上げましょう。（キルト用の糸がない方は別途糸代
がかかります）

12

初心者きり絵教室
講師 石和町文化協会きり絵部員 定員 10人

会場 スコレーパリオ

日時 平成24年1月25日、2月8日・22日、3月14日・
28日　各水曜日　午後7時～9時

受講料 実費負担(材料)500円前後

きり絵は、１枚の黒い紙をカッターナイフだけで切って
絵にしていく極めてシンプルな絵画技法ですので、初心
者でもわかりやすく、素敵な作品が仕上げれます。

13

初心者レザークラフト教室
講師 石和町文化協会レザークラフト部員 定員 10人

会場 スコレーパリオ

日時 平成24年1月26日、2月9日・23日　各木曜日
午後7時～9時

受講料 3,000円

革に花模様や幾何学模様を付け、ティッシュボックスを
作ります。身の回りに置いて楽しくなるような色に染め
てみましょう。

14
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講
座 初心者アメリカンフラワー教室
講師 御坂町文化協会アメリカンフラワー部員 定員 10人

会場 スコレーパリオ

日時 平成24年2月1日・8日・15日・22日・29日
各水曜日　午後1時30分～3時

受講料 3,500円

生花のようにきれいな造花「アメリカンフラワー」。透明
感のあるガラスのような素材でお花を作ります。簡単に
作れますので、はじめてみませんか。

15

初心者仏画教室
講師 小林早苗�先生 定員 16人

会場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

日時 平成24年2月7・14・21・28日、3月6日
各火曜日　午後1時30分～3時30分

受講料 1,500円

初心者対象の仏画教室です。描く技術を学ぶとともに、
自分の心と向かい合う時間をもちましょう。

16

初心者華道教室
講師 御坂町文化協会華道部員 定員 15人

会場 御坂農村環境改善センター

日時 平成24年1月18日、2月15日、3月21日
各水曜日　午後1時30分～3時

受講料 3,000円

年齢を問わず、誰にでも簡単にいけばなを学ぶことがで
きます。はじめての方も楽しく基本のいけ方学びましょう。

17

初心者茶道教室
講師 御坂町文化協会茶道部員 定員 15人

会場 御坂農村環境改善センター

日時 平成24年1月12日・26日、2月2日・16日、3月1日
各木曜日　午後1時～3時30分

受講料 1,000円

初心者でも簡単に覚えることのできる「盆略点前」を学
びます。併せて薄茶の頂き方も習います。

18

初心者書道教室
講師 御坂町文化協会書道部員 定員 7人

会場 御坂農村環境改善センター

日時 平成24年1月28日、2月4日・18日、3月3日・17日
各土曜日　午後1時30分～3時30分

受講料 3,000円

楷書、行書、草書、かな等の基礎から作品の仕上げまで学び
ます。「書く」こと、「作品を作る」こと、「作品を展示して多
くの人に見てもらう」ことの楽しさを味わってみませんか。

19

初心者水彩画教室
講師 八代町文化協会美術部員 定員 10人

会場 若彦路ふれあいセンター（八代町）

日時 平成24年2月5日・12日・19日・26日、3月4日
各日曜日　午後7時～9時

受講料 無料

初心者を対象に水彩で静物を描きます。水彩画の基礎を
学んでみませんか。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。「
み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
」
に
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　　
平
成
23
年
度
4
月
〜
7
月
の
医
療
費

を
前
年
と
比
較
す
る
と
、
7
4
0
0
万

円
3
・
4
%
も
上
昇
し
て
い
ま
す
。
一

人
当
た
り
の
医
療
費
で
見
る
と
毎
月
一

人
1
0
0
0
円
昨
年
よ
り
上
昇
し
た
計

算
に
な
り
ま
す
。
特
に
高
額
医
療
費
（
入

院
）
の
増
額
が
目
立
ち
ま
す
。

　
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
医
療
費
の

削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
日
頃

か
ら
市
で
行
っ
て
い
る
特
定
検
診
や
、

が
ん
検
診
を
受
け
重
症
化
し
な
い
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
!

　
引
続
き
医
療
費
の
節
約
を
心
が
け
て

い
た
だ
き
、
安
定
し
た
国
保
運
営
の
た

め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
４
１
１
１

　
皆
さ
ん
、
検
尿
を
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
の
と
き
、
就

職
の
と
き
、
住
民
健
診
な
ど
で
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
尿
に
蛋

白
や
血
液
が
出
て
い
な
い
か
調
べ
て
、

腎
臓
の
病
気
を
早
く
見
つ
け
る
た
め
に

規
則
で
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
よ
。

●
腎
臓
か
ら
の
サ
イ
ン
●

　
蛋
白
尿
や
血
尿
が
あ
っ
て
も
痛
く
も

痒
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
正
常
な
腎

臓
か
ら
は
め
っ
た
に
蛋
白
や
血
液
は
出

て
こ
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
尿
に
蛋
白

や
血
液
が
出
る
っ
て
こ
と
は
腎
臓
が
壊

れ
て
い
る
し
る
し
な
の
で
す
。
腎
臓
組

織
（
ネ
フ
ロ
ン
）
は
糸
球
体
（
血
液
分

別
器
）
と
尿
細
管
（
再
吸
収
器
）
で
で

き
て
い
る
の
で
す
が
、
慢
性
腎
炎
と
い

う
病
気
で
は
、
こ
れ
ら
が
炎
症
を
起
こ

し
て
蛋
白
や
血
液
が
1
年
以
上
漏
れ
続

け
、
だ
ん
だ
ん
壊
れ
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
腎
不
全
と
い
う
怖
い
病
気
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
困
っ
た
こ
と
に
一

度
障
害
さ
れ
た
ネ
フ
ロ
ン
は
生
き
返
り

ま
せ
ん
。
ネ
フ
ロ
ン
が
減
少
し
て
、
腎

臓
の
機
能
が
1
／
3
位
に
ま
で
落
ち
る

と
、
浮
腫
み
や
高
血
圧
・
貧
血
と
い
っ

た
症
状
が
出
て
く
る
の
で
す
が
、
そ
の

こ
ろ
に
は
腎
臓
病
は
か
な
り
進
ん
で
い

て
、
腎
不
全
そ
し
て
尿
毒
症
に
な
り
、

透
析
治
療
が
避
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。

●
早
期
治
療
の
大
切
さ
●

　
尿
の
異
常
を
発
見
す
れ
ば
腎
臓
の
病

気
の
原
因
や
重
さ
を
調
べ
て
治
療
し
ま

す
。
蛋
白
尿
の
量
や
腎
臓
機
能
を
調
べ
、

必
要
な
ら
入
院
し
て
腎
生
検
を
し
ま
す
。

以
前
は
腎
不
全
の
原
因
の
殆
ど
が
慢
性

腎
炎
で
し
た
。
最
近
は
糖
尿
病
・
高
血

圧
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
よ
る
腎

臓
病
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
生
活
習

慣
病
で
す
ね
。
ど
の
病
気
で
も
生
活
習

慣
や
食
事
に
気
を
つ
け
て
、
必
要
な
薬

を
使
え
ば
、
腎
機
能
障
害
の
進
行
を
抑

制
で
き
、
透
析
治
療
に
至
ら
ず
に
、
ま

た
は
透
析
導
入
を
遅
ら
せ
ら
れ
る
の
で

す
よ
。
病
気
が
み
つ
か
る
の
は
怖
い
の

で
す
が
、
本
当
に
怖
い
の
は
知
ら
ず
に

何
の
手
当
も
せ
ず
に
、
手
遅
れ
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
尿
検
査
を
う
け

て
、
異
常
が
あ
っ
た
ら
専
門
病
院
に
来

て
精
密
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
山
梨
慢
性
腎
臓
病
対
策
協
議
会
　

h
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）

療養給付費支払額（4月～8月支払分）

2,500

2,000

1,500

H21年度
2,107

H22年度
2,127

H23年度
2,201

開
庁
時
間

休
憩
時
間

午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5

時
30
分

正
午
〜
　

午
後
１
時

午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5

時
15
分

正
午
〜
　

午
後
１
時

変
更
前

変
更
後

　
各
庁
舎
及
び
支
所
の
開
庁
時
間
が
次

の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

※
保
育
所
の
保
育
時
間
や
図
書
館
等
の

開
館
時
間
に
は
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
日
曜
窓
口
は
引
き
続
き
実
施
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
た
だ
し
、

午
後
5
時
15
分
ま
で
）

　
平
成
20
年
の
人
事
院
勧
告
に
お
い
て
、

民
間
の
労
働
時
間
と
の
均
衡
等
を
考
慮

し
、
国
家
公
務
員
の
勤
務
時
間
を
短
縮

す
る
よ
う
勧
告
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
、
平
成
21
年
4
月
か
ら
国
家
公
務

員
の
勤
務
時
間
が
1
日
当
た
り
8
時
間

か
ら
7
時
間
45
分
に
短
縮
さ
れ
る
の
と

同
時
に
開
庁
時
間
も
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

山
梨
県
庁
で
は
平
成
22
年
4
月
か
ら
短

縮
し
、
ま
た
県
内
の
ほ
と
ん
ど
の
他
市

町
村
に
お
い
て
も
同
様
に
開
庁
時
間
が

短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
開
庁
時
間
を
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
と
し
て

き
ま
し
た
が
、
国
の
機
関
や
他
の
市
町

村
等
と
開
庁
時
間
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

来
庁
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
再
度
の

来
庁
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
事
例
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
12
月
１
日
か
ら

開
庁
時
間
を
15
分
短
縮
し
て
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
と
し
ま

す
が
、
さ
ら
に
効
率
的
な
業
務
を
す
す

め
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
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人
事
給
与
担
当
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笛
吹
市
で
は
、
近
年
多
発
し
て
い
る

ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
台
風
の
際
、
山
間
部
と

平
野
部
と
の
標
高
差
が
あ
り
、
降
雨
量

の
違
い
か
ら
突
然
、
河
川
が
増
水
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
市
内
全
域
13
地
点
に
雨

量
計
を
設
置
し
、
市
民
の
皆
様
に
、
最

新
の
降
雨
量
情
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
携

帯
版
含
む
）
で
確
認
で
き
る
こ
と
に
よ

り
、
防
災
及
び
減
災
に
活
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
雨
量
情
報
を
公
開
し
ま
す
。

　
な
お
、
公
開
し
て
い
る
情
報
は
、
過

去
1
日
に
お
け
る
時
間
雨
量
（
1
時
間

当
た
り
・
10
分
間
当
た
り
の
雨
量
）
と

連
続
雨
量
（
降
り
始
め
か
ら
の
雨
量
）

と
な
り
ま
す
。

笛
吹
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.c
it
y
.fu
e
fu
k
i.y
a

m
a
n
a
s
h
i.jp
/

■
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
広
聴
広
報
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

講
座

自宅できのこ栽培！
～椎茸植菌体験教室～

講師 弦間林業(有)社員 定員 40人

会場 金川の森管理事務所

日時 平成24年3月7日（水）　午前9時30分～正午
受付：午前9時から

受講料 800円

地元産の原木を使いシイタケの植菌体験と栽培方法を学
びます。植菌した原木は持ち帰れますので、自宅でシイ
タケ栽培に挑戦してみてはいかがですか？

32講
座

男衆(おとこし）の出番です！
�～男衆ボランティア養成講座～

講師 県ボランティア協会職員・男性ボランティア活動実践者

定員 20人(おおむね60歳以上を対象)

会場 八代福祉センター

日時 平成24年1月7日・21日、2月4日・18日　各土曜日
午後1時30分～3時30分

受講料 無料

これまで培った経験、身に付けた技術や知識を活かして、ボラ
ンティア活動を実践しませんか。「男性ボランティア活動の基礎」
「活動実践までのプロセス(総括)」を学び、「故障したおもちゃ
の修理」体験などにも取り組みます。

33

山梨厚生病院
腎臓内科部長
櫻林　耐医師



■問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎�055（262）4111

推進委員から
条例についての
話を聞いて
みたいなー。

市民と行政との
協働で作られた
条例なんて
すごいね!

笛ちゃん 吹ちゃん

　９月に開かれた市議会第３回定例会で、笛吹市男女共同参画推進条例が議決されました。この条例は、

男女共同参画社会の早期実現を総合的かつ計画的に推進し、市民が豊かで安心安全な生活を営み、市民だ

れもが相互に認め合い、住みやすく、子どもたちに輝く未来を託すことができる笛吹市を築くことを目指

しています。

　この条例を作るに当たっては、平成20年に私たち男女共同参画推進委員会内に条例検討委員会を立ち上

げ、身近にある男女共同参画の問題を拾い上げるなど、30回以上の会議で検討を重ね、平成21年に条例案

を市長へ提案しました。その後、市役所内の検討委員会での検討やパブリックコメントの募集を経て、こ

こに市民提案型の市民協働による条例として公布、施行されるに至りました。

　６月の委嘱式以降、推進委員会が月に１回開催され、推進委員会で取り組んでいく内容などについて活

発な意見交換が行われています。今後は、第２次輝け男女笛吹プランと男女共同参画推進条例を推進委員

会の両輪として、より一層、推進活動に取り組んでいきます。

　9月10日・11日、県立男女共同参画推進センターで、ぴゅ

あ総合フェスタ2011『やさしさと勇気でつなごう参画社会』

が開催されました。

　私たち男女共同参画推進委員会は、展示部門に参加し、推

進委員会の活動内容や第２次輝け男女笛吹プランの紹介など

を行いました。

　10日には、男女共同参画社会の実現を目指して活動して

いる５つの団体によるパフォーマンス、それについて話し合うワークショップが行なわれました。

パフォーマンスでは、家庭や地域などの身近な問題を取り上げた紙芝居や劇、DV問題を取り上げ

た人形劇が披露されました。

　11日には、JFA公認S級コーチ・韮崎高校コーチの羽中田昌さんによる記念講演会「真剣に生き

る」～支えあい・夫婦のパートナーシップと共に～�が行われました。

　様々な世代の皆さんと交流する中で、家族など身近な人と

の間で、お互いを思い合うやさしさを持つなど、身近なとこ

ろから意識を変えていけるような取り組みが必要だと感じま

した。また、私たち推進委員会と同じように男女共同参画社

会の実現を目指して活動をしている団体があることを確認す

ることができ、地域、企業などへの推進活動に向けて一歩を

踏み出す勇気をもらいました。

展示部門に参加

パフォーマンスの様子

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
笛
吹
市
に
花

開
い
た
縄
文
文
化
を
テ
ー
マ
に
「
笛
吹

市
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム�

縄
文
の
千
年
」
を

開
催
し
ま
す
。
今
回
の
笛
吹
市
探
訪
で

は
、
そ
の
お
知
ら
せ
も
兼
ね
て
縄
文
時

代
を
通
じ
て
最
も
華
や
か
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
甲
府
盆
地
東
縁
の
土
器

や
土
偶
の
文
化
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

市
内
各
地
か
ら
出
土
す
る
土
器

　
市
東
部
、
御
坂
山
塊
が
甲
府
盆
地
に

面
す
る
一
帯
に
は
東
か
ら
釈
迦
堂
遺
跡

（
一
宮
町
）
、
桂
野
遺
跡
（
御
坂
町
）
、
三

光
遺
跡
（
御
坂
町
、
八
代
町
）
、
花
鳥
山

遺
跡
（
御
坂
町
、
八
代
町
）
、
銚
子
原
遺

跡
（
八
代
町
）
、
一
の
沢
遺
跡
（
境
川
町
）

な
ど
の
縄
文
時
代
の
大
集
落
遺
跡
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
小
規

模
な
縄
文
時
代
の
遺
跡
が
各
地
に
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
釈
迦
堂
遺
跡
か
ら
は

縄
文
時
代
中
期
を
中
心
と
し
た
土
偶
１

１
１
６
点
が
見
つ
か
っ
て
い
て
、
土
器

を
含
め
て
５
０
０
０
点
以
上
が
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
御
坂
町
の
中
丸
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
通
称
「
黒
駒
土
偶
」
は
東
京
国
立
博

物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

御
坂
町
の
桂
野
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
通

称
「
渦
文
深
鉢
」
は
、
県
立
博
物
館
に

常
設
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
境
川
町
の

一
の
沢
遺
跡
出
土
の
土
器
群
も
、
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
県
立
考
古

博
物
館
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
器
の
特
徴

　
縄
文
時
代
は
今
か
ら
約
1
万
２
０
０

０
年
前
に
始
ま
り
ま
す
が
、
甲
府
盆
地

東
縁
で
最
も
華
や
か
な
文
化
が
花
開
い

た
の
は
今
か
ら
約
5
0
0
0
年
前
か
ら

４
０
０
０
年
前
に
か
け
て
の
縄
文
時
代

中
期
と
呼
ば
れ
る
時
期
で
し
た
。
こ
の

時
代
の
土
器
に
は
幾
何
学
模
様
や
動
物
、

人
間
を
デ
フ
ォ
ル
メ
し
た
文
様
が
立
体

的
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
前
述
の
遺
跡

周
辺
の
畑
な
ど
で
拾
え
る
厚
手
の
土
器

片
が
そ
れ
ら
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
時

代
の
遺
跡
か
ら
は
「
埋
甕
」
と
呼
ば
れ

る
地
面
に
埋
め
込
ま
れ
た
土
器
が
出
土

し
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
あ
ま
り
破
損
せ

ず
、
ほ
ぼ
原
型
を
留
め
て
い
ま
す
。
今

回
の
笛
吹
市
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

こ
れ
ら
の
土
器
の
文
様
の
特
徴
や
モ
チ

ー
フ
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
か
ら
出
土
し
た
縄
文
中

期
の
土
器
の
展
示
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

　
市
の
縄
文
時
代
遺
跡
か
ら
は
、
釈
迦

堂
遺
跡
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
数
多
く

の
土
偶
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
そ
の
数

は
他
の
地
域
を
圧
倒
し
て
い
ま
す
が
、

そ
ん
な
笛
吹
市
の
土
偶
の
特
徴
は
「
立

つ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
土
偶
は
、
全

身
像
が
完
全
な
姿
で
出
土
す
る
こ
と
は

ま
れ
で
、
ほ
と
ん
ど
が
手
、
足
、
頭
な

ど
バ
ラ
バ
ラ
な
状
態
で
出
土
し
ま
す
。

ま
た
、
土
偶
の
表
情
や
姿
、
髪
型
な
ど
、

縄
文
時
代
中
期
の
千
年
間
の
中
で
も
大

き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
今
回
の
歴

史
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
で
は
市
の
土
偶
に

つ
い
て
も
紹
介
し
、
土
偶
の
成
り
立
ち
、

土
偶
に
込
め
た
願
い
な
ど
、
当
時
の
精

神
世
界
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。
併

せ
て
、
笛
吹
市
桂
野
遺
跡
を
中
心
と
し

た
土
偶
の
展
示
も
行
い
ま
す
。

　
市
は
、
「
甲
斐
国
千
年
の
都
笛
吹
市
」

を
宣
言
し
ま
し
た
。
岡
銚
子
塚
古
墳
か

ら
始
ま
り
、
武
田
信
虎
ま
で
の
千
年
間
、

市
は
甲
斐
国
の
中
心
で
あ
り
続
け
ま
し

た
。
し
か
し
、
甲
斐
銚
子
塚
古
墳
を
遡

る
こ
と
３
５
０
０
年
、
甲
府
盆
地
東
縁

に
は
華
や
か
な
土
器
、
土
偶
文
化
が
花

開
き
ま
し
た
。
こ
の
「
縄
文
の
千
年
」

を
紹
介
す
る
笛
吹
市
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
多
く
の
方
が
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

桂野遺跡出土
縄文時代中期後半の土偶

桂野遺跡出土
縄文時代中期前半の土偶

桂野遺跡出土
縄文時代中期後半�住居内埋甕

一の沢遺跡出土
縄文時代中期前半土器

桂野遺跡出土
縄文時代中期後半土器

銚子原遺跡出土
縄文時代中期後半土器

さ
ん
か
い

か
も
ん
ふ
か
ば
ち

う
め
が
め



清らかなハンドベルの音色をお楽しみください

昨年の演奏会より

　
キ
ン
グ
と
い
う
木
の
王
様
が
１
０
０

年
に
一
度
ひ
と
つ
だ
け
つ
け
る
実
。
そ

の
実
は
、
「
ひ
み
つ
の
実
」
と
呼
ば
れ
、

手
に
入
れ
た
者
に
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

が
お
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
こ

に
で
も
あ
る
よ
う
な
平
凡
な
木
ト
ゥ
リ

ー
が
、
そ
の
「
ひ
み
つ
の
実
」
を
求
め
て
、

鳥
に
な
っ
て
冒
険
の
旅
に
出
ま
す
。
ト

ゥ
リ
ー
は
「
ひ
み
つ
の
実
」
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

▼
日
時

○
12
月
10
日
（
土
）

　
開
場
　
午
後
2
時
30
分

　
開
演
　
午
後
3
時

○
12
月
11
日
（
日
）

　
開
場
　
午
後
1
時
30
分

　
開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー�

�集
会
室

▼
入
場
料
　
一
般
　
5
0
0
円
　
高
校

生
以
下
　
無
料
（
整
理
券
配
布
は
あ

り
ま
せ
ん
）

　
山
梨
英
和
高
等
学
校
聖
歌
隊
は
合
唱
と

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
活
動
を
通
し
て
、
学
校
行

事
で
の
演
奏
を
始
め
、
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
、

演
奏
会
出
演
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
笛
吹
市
の
皆
さ
ん
と
ご
一
緒

に
ク
リ
ス
マ
ス
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
せ
ま
す
こ
と
、
た
い
へ
ん
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

〜
今
年
度
の
主
な
活
動
実
績
〜

○
第
12
回
や
ま
な
し
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
　
金
賞

○
第
64
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

　
山
梨
県
大
会
　
金
賞
　

▼
日
時
　
12
月
17
日
（
土
）

　
開
場
　
午
後
1
時
30
分

　
開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー�

�集
会
室

▼
曲
目

○
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」

よ
り

○
バ
レ
エ
「
く
る
み
割
り
人
形
」
よ
り

○
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
・
ロ
ッ
ク
�
ほ
か

▼
入
場
料
　
無
料

※
ス
コ
レ

ー
セ
ン

タ
ー
で

配
布
し

て
い
る

入
場
整

理
券
が

必
要
で

す
。

　
皆
さ
ん
に
、
ほ
ん
の
ひ
と
と
き
で
も

安
ら
い
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
演
奏
会

を
企
画
し
ま
し
た
。
こ
の
季
節
な
ら
で

は
の
楽
し
い
曲
、
暖
か
い
曲
、
心
に
し

み
る
曲
、
耳
な
じ
み
の
あ
る
曲
を
中
心

に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
24
日
（
土
）

　
開
場
　
午
後
4
時

　
開
演
　
午
後
4
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー�

�集
会
室

▼
曲
目

○
ル
ロ
イ
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
／X

'm
a
s

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

○
パ
ー
シ
ー
・
グ
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
／
羊

飼
い
の
呼
び
声

○
ア
メ
リ
カ
民
謡
／
シ
ェ
ナ
ン
ド
ゥ
ー
ア

○
心
に
残
る
冬
の
歌
�
ほ
か

▼
入
場
料
　
無
料

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
（
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

一生懸命練習しています。
見に来てくださいね

▼
日
時
　
平
成
24
年
1
月
29
日
（
日
）

　
開
会
式
　
午
前
9
時
30
分

　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
種
別
及
び
場
所

○
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
・
ゴ
ル
フ

　
八
代
中
央
ス
ポ
ー
ツ
広
場

○
綱
引
き
　
若
彦
路
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
館
�
体
育
館

▼
参
加
費
　
無
料

▼
募
集
期
限
　
平
成
24
年
1
月
20
日
（
金
）

※
参
加
状
況
に
よ
り
募
集
人
数
の
制
限

が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先

市
体
育
協
会
事
務
局
（
ス
コ
レ
ー
セ

ン
タ
ー
内
）
ま
た
は
各
支
所
（
境
川
、

八
代
は
総
合
会
館
に
な
り
ま
す
）

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

℻
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
6
0

　

市

体

育

指

導

委
員
会
で
は
「
健

康

づ

く

り

！

と

楽

し

い

ニ

ュ

ー

ス

ポ

ー

ツ
!

」

を

テ

ー

マ

に

、

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
23
日
（
水
）

　
受
付
　
午
前
8
時
30
分

　
開
会
　
午
前
9
時

▼
場
所
　
清
流
公
園
芝
生
広
場

▼
申
込
期
間
　
11
月
1
日（
火
）〜
18
日（
金
）

　
平
日
�
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
�
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

ま
た
は
各
支
所

自
転
車
＆
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
に
乗

ろ
う

　
自
転
車
と
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
の
無
料

貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
20
日
（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※
小
雨
決
行
。
受
付
は
当
日
随
時
行
い

ま
す
。
（
た
だ
し
、
台
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
混
雑
時
は
乗
車
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

▼
場
所
　
金
川
の
森
　
ス
ポ
ー
ツ
の
森
「
乗

物
広
場
」

▼
無
料
貸
出
時
間

○
自
転
車
　
1
台
1
時
間
以
内

○
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
　
1
台
30
分
以
内

つ
る
細
工
教
室

　
ク
ズ
の
つ
る
を
使
っ
て
、
か
ご
作
り

を
楽
し
み
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
3
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
福
嶋
孝
一
氏
（
エ
ス
プ
リ
ガ

ー
デ
ン
代
表
）

▼
定
員
　
25
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
持
ち
物
　
つ
る
が
切
れ
る
手
ば
さ
み
、

エ
プ
ロ
ン
、
新
聞
紙
3
〜
4
枚

▼
申
込
受
付
　
11
月
3
日
（
木
）
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

ク
レ
イ
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う

　
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
や
樹
脂
粘
土
（
ク
レ
イ
）

な
ど
を
使
っ
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

を
作
り
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
10
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
30
分
か
ら

　
開
催
　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
吉
原
ゆ
か
り
氏
（
ク
レ
イ
ア

ー
ト
ス
タ
ジ
オ
　
キ
ャ
ラ
メ
ル
代
表
）

▼
定
員
　
15
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
申
込
受
付
　
11
月
10
日
（
木
）
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
共
催
　
笛
吹
市

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
「
寄
せ
植
え
」

　
季
節
の
植
物
を
使
っ
て
、
正
月
用
の

寄
せ
植
え
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
17
日
（
土
）

受
付
　
午
前
9
時
30
分
か
ら

開
催
　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
福
嶋
孝
一
氏
（
エ
ス
プ
リ
ガ
ー
デ
ン

代
表
）

▼
定
員
　
30
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
2
0
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
申
込
受
付
　
11
月
17
日
（
木
）
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

　
折
り
紙
教
室
や
昔
の
衣
装
の
試
着
体

験
（
子
ど
も
の
み
）
な
ど
、
ご
家
族
の

皆
さ
ん
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
満
載
の

一
日
で
す
。

　
ま
た
、
当
日
は
無
料
で
常
設
・
企
画

展
を
ご
観
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
20
日
（
日
・
県
民
の
日
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
県
立
博
物
館

▼
参
加
費
　
無
料

※
事
前
申
込
み
は
、
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1



　
市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府
は
、
市
商

工
会
の
協
力
を
得
て
「
笛
吹
市
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
求
職
者
と
求
人
企
業
の
個
別
説
明
会
と

面
接
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
多
数
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
求
人
企
業
　
市
内
に
本
社
・
支
店
ま

た
は
事
務
所
等
が
あ
る
企
業

※
求
人
企
業
は
事
前
の
申
し
込
み
が
必

要
で
、
定
数
は
25
社
で
す
。
定
数
に

な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
求
職
者
　
来
春
新
規
学
卒
予
定
者
（
高

校
生
・
大
学
生
等
）
及
び
一
般
求
職

者
（
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
を
含
む
）

※
求
職
者
の
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

履
歴
書
（
コ
ピ
ー
可
）
を
持
参
の
上
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
15
日
（
火
）

　
受
付
　
正
午
か
ら

　
開
催
　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費
　
企
業
、
求
職
者
と
も
に
無

料
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
観
光
商
工
課
　
商
工
労
働
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
近
年
、
新
卒
者
の
就
職
活
動
の
時
期

が
早
ま
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
も
複

雑
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
一
番
身
近
な

大
人
で
あ
る
親
（
保
護
者
）
を
対
象
に
、

親
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
、

就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

を
身
に
付
け
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
平
成
25
年
3
月
卒
業
予
定
の
子

ど
も
を
持
つ
親
等（
保
護
者
、学
生
本
人
）

▼
日
時
　
12
月
4
日
（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
場
所
　
県
甲
府
・
国
中
地
域
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
「
か
い
て
ら
す
」

▼
講
師
　
土
橋
�

久
忠
氏
（
山
梨
学
院
大

学
　
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
次
長
）

▼
テ
ー
マ
　
就
職
活
動
で
成
功
す
る
た

め
の
保
護
者
の
役
割

▼
定
員
　
70
名

▼
参
加
費
　
無
料

■
問
合
せ
先
　
県
労
政
雇
用
課
（
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し
）

　
☎
0
5
5
（
2
3
3
）
4
5
1
0

　
峡
東
地
域
の
病
院
13
施
設
に
よ
る
就

職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
あ
な
た
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
わ
せ
て
資
格
を

活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
医
療
機
関
ご
と
に
就
業
に
向
け
た
個

別
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
25
日
（
金
）

　
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

▼
場
所
　
東
山
梨
合
同
庁
舎
（
峡
東
保

健
所
）
1
0
1
会
議
室
（
山
梨
市
下

井
尻
1
2
6
│
1
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所

　
（
峡
東
保
健
所
）
　
健
康
支
援
課

　
☎
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
5
3

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府
で
は
、
介
護
の

仕
事
を
希
望
す
る
方
と
介
護
関
係
の
事

業
所
が
一
堂
に
会
し
、
介
護
就
職
デ
イ
（
福

祉
関
係
就
職
面
接
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
10
日
（
木
）

　
受
付
　
午
後
1
時
か
ら

　
開
催
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
場
所
　
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府
　
3

階
（
甲
府
市
丸
の
内
1
│
1
│
17
）

▼
参
加
費
　
無
料
※
予
約
等
は
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府

　
☎
0
5
5
（
2
3
2
）
6
0
6
0

�
部
門
コ
ー
ド
41
＃

　
石
和
温
泉
観
光
協
会
で
は
、
石
和
温

泉
郷
を
応
援
す
る
「
石
和
温
泉
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
倶
楽
部
」
に
登
録
し
て
い
だ
た

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
参
加
資
格
　
県
内
在
住
で
、
石
和
温

泉
郷
に
関
心
と
愛
着
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
18
〜
40
歳
ま
で
の
男
女
各
5
名

▼
活
動
内
容
　
石
和
温
泉
郷
を
盛
り
上

げ
る
た
り
、
魅
力
を
発
信
す
る
な
ど
、

石
和
温
泉
郷
の
発
展
に
か
か
わ
る
あ

ら
ゆ
る
分
野
の
サ
ポ
ー
ト

▼
特
典
　
○
サ
ポ
ー
タ
ー
証
　
○
ユ
ニ

ホ
ー
ム
　
○
石
和
温
泉
郷
立
ち
寄
り

湯
の
無
料
利
用
な
ど

▼
手
当
　
特
別
な
義
務
や
権
利
な
ど
は
あ

り
ま
せ
ん
。
可
能
な
範
囲
で
活
動
を
お

願
い
す
る
も
の
で
、
原
則
無
報
酬
で
す
。

▼
申
込
方
法
　
詳
し
く
は
、
石
和
温
泉

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　h
ttp
:/
/
w
w
w
.isa
w
a
-
k
a
n
k
o
u
.o
rg
/

■
問
合
せ
先

　
石
和
温
泉
観
光
協
会
（
観
光
商
工
課
内
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
3
6
4
5

　
県
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
を
応
援

し
ま
す
。
気
軽
に
学
べ
る
学
習
支
援
制

度
で
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

h
ttp
:/
/
w
w
w
2
.m
a
n
a
b
i.p
r
e
f.y
a

m
a
n
a
s
h
i.jp
/
c
a
m
p
u
s
n
e
t/

■
問
合
せ
先
　
県
生
涯
学
習
文
化
課

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
3
1
9

　
ふ
る
さ
と
公
園
拡
張
整
備
事
業
の
実

施
に
よ
り
や
む
を
得
ず
移
転
し
て
い
た

だ
く
方
の
中
に
は
、
移
転
先
と
し
て
、

代
替
地
を
要
望
さ
れ
る
方
が
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
代
替
地
の
要
望
に
応
え
る

た
め
、
自
己
の
所
有
し
て
い
る
土
地
を

代
替
地
と
し
て
ご
提
供
し
て
く
だ
さ
る

方
に
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
土
地
の
情
報

を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
土
地
自
体
を

募
集
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
了
解
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
遊
休
農
地
の
あ
る
方
、
将
来

的
に
農
業
後
継
者
の
い
な
い
方
、
又
は

土
地
の
処
分
等
を
お
考
え
の
方
は
、
次

の
項
目
を
ご
検
討
の
上
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　
11
月
1
日
〜
平
成
25
年
9
月
30
日

▼
代
替
地
の
情
報
提
供
要
件

○
市
内
に
所
有
す
る
次
に
掲
げ
る
要
件

に
該
当
す
る
土
地

・
1
区
画
の
面
積
が
2
0
0
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
の
土
地
で
あ
り
、
か
つ
、

お
お
む
ね
整
形
地
（
正
方
形
や
長
方

形
な
ど
の
土
地
）
で
あ
る
こ
と
。

・
所
有
権
及
び
所
有
面
積
が
明
確
で
あ

る
こ
と
。

・
所
有
権
以
外
の
権
利
が
設
定
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
こ
の
権
利
が
抹
消
可

能
な
土
地
で
あ
る
こ
と
。

○
前
述
以
外
の
土
地
で
、
代
替
地
と
し

て
提
供
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
認
め

ら
れ
る
土
地

▼
そ
の
他

○
情
報
提
供
後
の
保
存
有
効
期
限
は
、

2
年
間
で
す
。

○
情
報
提
供
後
の
個
人
情
報
取
り
消
し

は
い
つ
で
も
可
能
で
す
。

○
代
替
地
の
契
約
が
成
立
し
た
場
合
は
、

一
定
の
条
件
の
も
と
に
１
５
０
０
万

円
の
譲
渡
所
得
の
特
別
控
除
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

※
情
報
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
　
公
園
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
4

　
縄
文
時
代
中
期
、
甲
府
盆
地
東
縁
に

は
縄
文
時
代
を
通
じ
て
最
も
華
や
か
な

土
器
、
土
偶
の
文
化
が
花
開
い
て
い
ま

し
た
。
市
教
育
委
員
会
で
は
、
縄
文
土
器
、

土
偶
研
究
を
牽
引
す
る
2
名
の
先
生
を

迎
え
、
釈
迦
堂
遺
跡
、
桂
野
遺
跡
、
一
の

沢
遺
跡
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
市
の
縄
文
時

代
を
紹
介
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
27
日
（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
4
時

▼
場
所
　
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ホ
ー
ル

▼
講
師
　
小
野
�
正
文
先
生

　
（
元
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
長
沢
�
宏
昌
先
生

　
（
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
）

縄
文
土
器
拓
本
体
験

▼
対
象
　
親
子
　
30
組

　
（
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
・
先
着
順
）

※
受
付
は
当
日
現
地
に
て
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
27
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
春
日
居
郷
土
館

▼
参
加
料
　
と
も
に
無
料

■
問
合
せ
先
　
文
化
財
課
　
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

　
11
月
の
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強

調
月
間
に
あ
わ
せ
て
、
市
青
少
年
育
成

推
進
協
議
会
で
は
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
師
の
田
中
氏
は
、
県
立
日
川
高
校

入
学
直
前
に
脳
出
血
で
倒
れ
、
「
二
度
と

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
」

と
宣
告
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
右
半

身
麻
痺
か
ら
復
活
し
再
び
コ
ー
ト
に
立

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
『
左

手
一
本
の
シ
ュ
ー
ト
』
に
て
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
日
時
　
11
月
5
日
（
土
）

　
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館

▼
講
師
　
田
中
正
幸
氏

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
9

ワ
ー
ド
基
礎
（
第
2
回
）

▼
対
象
　
文
字
入
力
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

▼
日
時
　
平
成
24
年
1
月
30
日
（
月
）・
31

日
（
火
）
、
2
月
2
日
（
木
）・
3
日
（
金
）・

6
日
（
月
）・
7
日
（
火
）

　
計
6
日
間
　
午
後
6
時
〜
9
時

▼
場
所
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

（
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
1
3
0
8
）

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
2
1
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト

代
別
）

▼
受
付
期
間
　
平
成
23
年
11
月
30
日
（
水
）

〜
平
成
24
年
1
月
23
日
（
月
）

※
講
座
内
容
、
日
程
等
は
都
合
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

応
募
状
況
等
に
よ
っ
て
は
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
☎
0
5
5
3
（
3
2
）
5
2
0
2



【作り方】
①ブロッコリーは根もとを少し落とし、小さなかたまりに
分け、エリンギは食べやすい大きさに切っておく。
②チーズは１cm幅の短冊に切る。
③塩を入れた熱湯にブロッコリーを入れ、２分間ゆで、エ
リンギを加えてさっと火を通し、ザルにとって水気を切り、
手早くさます。
④Aの材料をよく混ぜ合わせ、チーズと野菜を加えて大ま
かに混ぜる。

■問合せ先　健康づくり課　健康企画担当　☎�055（261）1901

　
年
齢
と
と
も
に
か
た
く
な
っ
た
体
を

ほ
ぐ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
背
中
の
後
ろ
で
両
手
が
組
め
な
い
。（
片

方
は
上
か
ら
、
片
方
は
下
か
ら
ま
わ

し
ま
す
）

○
振
り
返
っ
て
後
ろ
が
見
え
に
く
い
。

○
座
っ
て
体
を
前
に
倒
す
と
お
腹
周
り

に
邪
魔
な
も
の
が
あ
る
。

　
こ
ん
な
項
目
が
あ
て
は
ま
る
と
き
に

は
、
体
が
か
た
く
な
っ
て
い
ま
す
。
で

き
る
と
思
っ
て
い
て
も
、
気
づ
か
な
い

う
ち
に
体
は
か
た
く
な
っ
て
い
ま
す
。

体
を
や
わ
ら
か
く
す
る
運
動
の
方
法
を

分
か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す
。

　
こ
こ
ろ
も
、
体
も
軽
く
な
る
よ
う
一

緒
に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方

※
貯
筋
塾
（
運
動
機
能
向
上
事
業
）
参

加
者
は
除
き
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
御
坂
ク
ラ
ス
　
11
月
9
日
（
水
）・
16
日

（
水
）・
24
日
（
木
）・
30
日
（
水
）

・
御
坂
保
健
セ
ン
タ
ー

○
石
和
ク
ラ
ス
　
12
月
の
毎
週
月
曜
日

・
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階

○
春
日
居
ク
ラ
ス

　
平
成
24
年
1
月
11
日
（
水
）・
18
日
（
水
）・

25
日
（
水
）
、
2
月
1
日
（
水
）

・
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

※
い
ず
れ
も
時
間
は
、
午
後
7
時
30
分

か
ら
午
後
9
時
ま
で

▼
講
師
　
中
村
美
千
恵
先
生

▼
持
ち
物
・
服
装
　
タ
オ
ル
、
お
茶
な

ど
の
水
分
、
運
動
の
で
き
る
服
装

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
送

迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

主食：ごはん

A

【材料】（4人分）
ブロッコリー……小１株
エリンギ…………2本
プロセスチーズ…80ｇ

プレーンヨーグルト…大さじ1
味噌……………………小さじ1
マヨネーズ……………大さじ2
すりごま………………大さじ3
塩・こしょう…………少々

食塩のとりすぎに気をつけましょう。
　（１日の食塩目標量は成人男性9ｇ、女性7.5ｇ未満です）

副菜：ブロッコリー
とエリンギのサラダ

主菜：焼き魚

　喫煙は喫煙者のみならず、その周囲の人々の健康にも悪影響を及
ぼしてしまいます。タバコから立ち昇る「副流煙」を吸い込む「受
動喫煙」は、喫煙者以上に呼吸器疾患、循環器疾患などの罹患率が
高くなるといわれています。
　平成23年1月に実施した健康増進計画策定のための住民アンケート
調査において、30歳～64歳の喫煙者の割合は、23.6％、男女別では、
男性が37.9％、女性13.8％。65歳～80歳の喫煙者の割合は、12.08％、
男女別では男性20.4％、女性5.2％でした。家族に喫煙者がいる場合
分煙をしている人の割合は、30歳～64歳では22.7％、65歳～80歳で
は16.3％でした。禁煙を考えている方は、この機会に禁煙支援（治療）
を行っている医療機関へ相談してみてはいかがでしょうか。

■問合せ先　健康づくり課　☎�055（261）1901

　
温
泉
を
健
康
づ
く
り
に
活
か
す
方
法

や
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
情
報
等
を
紹

介
し
ま
す
。
昨
年
度
の
受
講
者
は
、
心

や
身
体
の
癒
し
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、
血

液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
血
糖
値
、

体
脂
肪
率
、
血
圧
値
の
改
善
な
ど
の
効

果
が
あ
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
※
笛
吹
市
の
市
民
が
対
象
で
す
。

講
座
名
「
産
後
マ
マ
の
骨
盤
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
コ
ー
ス
Ⅱ
」

　
育
児
で
疲
れ
た
心
と
体
を
温
泉
と
体

操
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。
妊

娠
で
増
え
た
体
重
・
体
脂
肪
率
を
減
ら

し
た
い
、
育
児
に
よ
る
腰
痛
・
肩
こ
り
・

疲
労
を
体
操
と
温
泉
で
解
消
し
た
い
、

骨
盤
底
筋
群
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
骨
格

の
ケ
ア
を
し
た
い
人
に
最
適
で
す
。

※
希
望
者
は
、
託
児
が
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
事
前
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
出
産
後
6
カ
月
を
経
過
し
て

い
る
市
民

▼
日
時
　
平
成
24
年
1
月
16
日
（
月
）・
30

日
（
月
）
、
2
月
13
日
（
月
）・
27
日
（
月
）
、

3
月
12
日
（
月
）

・
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

▼
場
所
　
な
ご
み
の
湯

▼
内
容
　
・
骨
盤
底
筋
体
操
、
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
・
健
康
講
話
「
温
泉
の

入
り
方
」
「
妊
娠
で
増
え
た
体
重
を
減

ら
そ
う
」
「
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
骨

粗
し
ょ
う
症
に
つ
い
て
」
「
心
の
健
康

づ
く
り
に
つ
い
て
」
「
タ
バ
コ
の
害
か

ら
子
ど
も
を
ま
も
ろ
う
」

※
ま
た
、
講
座
終
了
後
は
温
泉
を
ご
利

用
で
き
ま
す
。

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
2
0
0
0
円

講
座
名「
ク
ア
ロ
ビ
ク
ス
コ
ー
ス
Ⅱ
」

　
水
中
運
動
（
ク
ア
ロ
ビ
ク
ス
）
と
15

種
類
の
浴
槽
を
楽
し
め
る
コ
ー
ス
で
す
。

本
気
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
を
解
消

し
た
い
、
膝
や
腰
に
負
担
を
か
け
ず
に

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
た
い
方
に
お
す
す

め
し
ま
す
。

▼
対
象
　
20
歳
以
上
〜
65
歳
未
満
の
市
民

※
医
師
に
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方

は
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
平
成
24
年
1
月
13
日
（
金
）・
31

日
（
火
）
、
2
月
7
日
（
火
）・
21
日
（
火
）
、

3
月
6
日
（
火
）

・
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

※
血
液
検
査
日
は
1
月
10
日
（
火
）
、
3
月

9
日
（
金
）
で
す
。

▼
場
所
　
ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和

▼
内
容
　
・
血
液
検
査
（
希
望
者
に
脂

質
異
常
症
と
糖
尿
病
の
検
査
を
し
ま
す
）・

メ
タ
ボ
対
策
に
効
果
的
な
ク
ア
ロ
ビ

ク
ス
運
動
・
体
力
測
定
・
健
康
講
話
「
心

と
か
ら
だ
を
元
気
に
す
る
温
泉
活
用
術
」

「
”食
習
慣
“ち
ょ
っ
と
見
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
」
「
あ
な
た
は
大
丈
夫
!?
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
」

※
ま
た
、
講
座
の
期
間
中
使
え
る
、
ク

ア
ハ
ウ
ス
バ
ー
デ
ゾ
ー
ン
（
多
目
的

温
泉
）
利
用
券
と
公
営
温
泉
利
用
券
（
な

ご
み
の
湯
、
み
さ
か
の
湯
、
も
も
の

里
温
泉
）
を
発
行
し
ま
す
。

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
0
円

　
講
座
名「
健
康
増
進
コ
ー
ス
Ⅱ
」

　
夜
の
講
座
で
す
。
と
て
も
簡
単
な
脂

肪
燃
焼
運
動
を
し
な
が
ら
、
受
講
期
間

中
繰
り
返
し
使
え
る
公
営
温
泉
入
浴
券

を
使
っ
て
効
果
的
に
入
浴
を
し
ま
し
ょ
う
。

去
年
の
講
座
で
は
、
約
6
割
の
人
の
体

重
が
減
り
ま
し
た
。

▼
対
象
　
20
歳
以
上
の
市
民

※
医
師
に
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方

は
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
平
成
1
月
18
日（
水
）・
25
日（
水
）、

2
月
1
日
（
水
）・
8
日
（
水
）・
15
日
（
水
）・

22
日
（
水
）・
29
日
（
水
）
、
3
月
14
日
（
水
）

・
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

※
血
液
検
査
日
は
、
1
月
12
日
（
木
）
、
3

月
7
日
（
水
）
で
す
。

▼
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
・
血
液
検
査
（
希
望
者
に
は

脂
質
異
常
症
と
糖
尿
病
の
検
査
を
し

ま
す
）
・
温
泉
の
入
り
方
・
簡
単
な
脂

肪
燃
焼
運
動
・
運
動
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
・

生
活
習
慣
病
予
防
の
生
活
、
食
事
、

運
動
に
関
す
る
プ
チ
講
座
を
毎
回
実

施
し
ま
す
。

※
ま
た
、
講
座
の
期
間
中
使
え
る
公
営

温
泉
利
用
券
（
な
ご
み
の
湯
、
み
さ

か
の
湯
、
も
も
の
里
温
泉
）
を
発
行

し
ま
す
。

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
0
円

▼
申
込
方
法
　
11
月
1
日
（
火
）
か
ら
12

月
16
日
（
金
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
受
講
を
希
望
す
る

講
座
名
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
連
絡

先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
申

込
後
通
知
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
健
康
づ
く
り
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
℻
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
2

厚生労働大臣認定健康増進施設ク
アハウス石和バーデゾーン（多目的
温泉）でクアロビクスをする参加者



　
精
神
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る
、
介
護
し

て
い
る
人
も
さ
れ
て
い
る
人
も
”幸
せ
！
“

「
が
ん
ば
ら
な
い
介
護
生
活
」
を
こ
の

機
会
に
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
　
家
庭
で
高
齢
者
の
介
護
を
し

て
い
る
方
、
ま
た
は
介
護
に
関
心
が

あ
る
方

①『
が
ん
ば
ら
な
い
介
護
』
の
お
話

▼
日
時
　
11
月
8
日
（
火
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
（
開
場
１
時
）

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
集
会
室

▼
講
師
　
別
府
�

明
子
氏
（
近
畿
大
学
九

州
短
期
大
学
講
師
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト

ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
理
事
）

※
講
演
会
終
了
後
、
噛
む
こ
と
・
飲
み

込
む
こ
と
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
た
い
人

へ
、
「
や
わ
ら
か
い
食
品
」
「
宅
配
サ

ー
ビ
ス
」
な
ど
を
、
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

②
介
護
者
の
た
め
の
心
も
体
も
軽
く
な

る
『
わ
っ
は
っ
は
体
操
』

▼
日
時
　
11
月
22
日
（
火
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
�

2
階

　
資
料
展
示
室

▼
講
師
　
佐
久
間
�

し
ほ
み
氏
（
ラ
フ
タ

ー
ヨ
ガ
認
定
リ
ー
ダ
ー
）

▼
定
員
　
20
人

③
い
つ
で
も
、い
つ
ま
で
も

楽
し
く
・
お
い
し
く
・
食
べ
や
す
い
簡

単
ク
ッ
キ
ン
グ

▼
日
時
　
12
月
6
日
（
火
）

　
午
前
10
時
〜
1
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
�

2
階

　
料
理
実
習
室

▼
講
師
　
福
永
�

千
賀
代
氏（
管
理
栄
養
士
）

▼
定
員
　
20
人

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
②
、
③
は
申
し
込
み
が

必
要
で
す
の
で
、
各
日
程
の
1
週
間

前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

　
認
知
症
の
症
状
は
、
大
き
く
2
つ
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
中
核
症
状
�
脳
の
障
が
い
そ
の
も
の
か

ら
く
る
症
状
で
、
記
憶
の
障
が
い
や
見

当
識
障
が
い
（
人
・
場
所
・
時
間
の
概

念
が
わ
か
ら
な
く
な
る
）
、
判
断
す
る

力
の
低
下
な
ど
が
あ
り
、
一
度
現
れ
る

と
改
善
が
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
周
辺
症
状
　
環
境
や
心
理
状
態
な
ど

か
ら
く
る
症
状
で
、
徘
徊
や
被
害
妄

想
（
物
を
盗
ら
れ
た
等
）
、
不
眠
、
興

奮
な
ど
が
あ
り
、
周
囲
の
人
か
ら
理

解
さ
れ
に
く
く
、
日
常
生
活
で
問
題

と
な
り
や
す
い
症
状
で
す
。

　
近
年
で
は
、
認
知
症
の
方
で
も
感
情

や
そ
の
人
ら
し
さ
は
残
っ
て
お
り
、
そ

の
行
動
に
は
必
ず
原
因
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
や
心
理
状

態
か
ら
く
る
症
状
は
、
適
切
な
関
わ
り

方
や
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
状
態
が

改
善
す
る
方
も
い
ま
す
。

　
症
状
の
成
り
立
ち
を
知
る
こ
と
や
、

身
近
に
介
護
を
応
援
し
て
く
れ
る
人
（
相

談
に
乗
っ
て
く
れ
る
人
、
ぐ
ち
を
聞
い

て
く
れ
る
人
、
介
護
に
協
力
し
て
く
れ

る
人
）
を
も
つ
こ
と
で
、
認
知
症
の
方

の
介
護
を
少
し
楽
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
な
お
、
認
知
症
の
症
状
に
つ
い
て
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
高
齢
福
祉
課
（
石
和

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
ま
た
は
各
支
所

に
備
え
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
心
配
な
こ
と
や
認
知
症
に

つ
い
て
の
ご
質
問
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

笛
吹
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
7

　
介
護
施
設
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
、

生
き
が
い
づ
く
り
を
さ
れ
る
方
の
後
押

し
を
す
る
講
座
で
す
。

▼
対
象

　
市
内
在
住
の
原
則
65
歳
以
上
の
方

※
た
だ
し
、
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
・

関
心
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
、
65
歳
未

満
で
あ
っ
て
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時

　
11
月
30
日
（
水
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
0
時
30
分

▼
場
所

　
八
代
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

○
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

○
高
齢
者
の
特
性
に
つ
い
て

○
認
知
症
・
感
染
症
に
つ
い
て

○
施
設
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ

い
て

○
施
設
利
用
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
等

▼
定
員
　
20
名

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
11
月
25
日
（
金
）
ま
で
に
、

氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日
、
住
所
・

電
話
番
号
を
お
電
話
に
て
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
地
域
福
祉
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

　
高
齢
者
な
ど
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
か
ら
救

急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
が
無
料
で
配
付
さ

れ
ま
す
。

▼
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
と
は

　
専
用
の
容
器
に
、
か
か
り
つ
け
の

病
院
や
服
薬
内
容
な
ど
の
医
療
情
報
、

家
族
等
の
緊
急
連
絡
先
な
ど
を
記
入

す
る
用
紙
を
入
れ
ま
す
。

　
こ
れ
を
、
自
宅
の
冷
蔵
庫
に
保
管

し
て
お
く
こ
と
で
、
万
一
の
救
急
時
、

救
急
隊
員
な
ど
が
そ
の
情
報
を
活
用

し
迅
速
な
救
命
活
動
等
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
配
布
対
象
　
原
則
と
し
て
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
配
布
を
希

望
さ
れ
る
方

○
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

○
75
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯
の
方

▼
申
請
・
配
布
方
法
　
高
齢
福
祉
課
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て

い
る
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
内
容
を
確
認
後
、
無
料
で
配
布

さ
れ
ま
す
。

※
ご
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
、
身
分
証
明
書
（
保
険
証
、
免
許

証
等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

代
理
人
の
方
が
申
請
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。
（
代
理
人
の
方
の
身
分
証
明

書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
家
に
よ

る
機
能
訓
練
を
楽
し
み
な
が
ら
行
え
る

歩
行
訓
練
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
障
が
い
者
、
ま

た
は
市
内
の
障
が
い
者
施
設
利
用
者

▼
日
時
　
第
1
回
　
11
月
16
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
第
2
回
は
12
月
、
第
3
回
は
1
月
に

予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
場
所
　
八
代
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

2
階

　
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
講
師
　
笛
吹
中
央
病
院
　
作
業
療
法
士
、

理
学
療
法
士

▼
定
員
　
30
名

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
11
月
14
日
（
月
）

　
切
り
絵
が
初
め
て
の
方
も
先
生
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
学
べ
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
障
が
い
者
、
ま

た
は
市
内
の
障
が
い
者
施
設
利
用
者

▼
日
時
　
11
月
30
日
（
水
）

　
午
後
1
時
〜
2
時
30
分

▼
場
所
　
春
日
居
福
祉
会
館�

2
階��

集
会
室

▼
講
師
　
鈴
木
�
賢
二
氏

▼
定
員
　
20
名

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
11
月
22
日
（
火
）

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
と
障
が
い
に
対

す
る
理
解
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
「
心
の
病
と
健
康
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
し
て
精
神
科
医
・
精
神
保
健

福
祉
士
等
に
よ
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
心
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

関
心
が
あ
り
、
受
講
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
可
能
な
方

▼
日
時
　
12
月
9
日
（
金
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
場
所
　
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▼
講
師
　
藤
原
�

茂
樹
氏
（
藤
原
医
院
　

精
神
科
医
）
ほ
か

▼
定
員
　
30
名

▼
受
講
料
　
無
料

▼
協
力
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
心

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
�
ピ
ア
ピ
ア
」

▼
申
込
期
限
　
12
月
6
日
（
火
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会
　
障
害
者
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
え
ふ
き
」

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

℻
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
6
9

　
戦
傷
病
者
等
の
妻
の
方
に
特
別
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
資
格
・
給
付
金
額

○
平
成
15
年
4
月
2
日
以
降
に
戦
傷
病

者
等
と
婚
姻
さ
れ
た
妻
、
ま
た
は
同

日
以
降
、
じ
後
重
症
（
以
前
は
病
気

傷
が
給
付
の
レ
ベ
ル
で
は
な
か
っ
た

が
加
歳
以
外
で
症
状
が
悪
化
し
た
場
合
）

に
よ
り
第
5
款
症
以
上
の
戦
傷
病
者

等
と
な
ら
れ
た
方
の
妻
で
あ
っ
て
、

平
成
23
年
4
月
1
日
に
お
い
て
戦
傷

病
者
等
で
あ
る
夫
が
第
5
款
症
以
上

の
増
加
恩
給
等
を
う
け
て
い
た
方

　
5
年
償
還
の
国
債
15
万
円
（
軽
傷
者

は
半
額
）

○
「
第
十
八
回
特
別
給
付
金
」
ま
た
は
「
第

二
十
回
特
別
給
付
金
」
の
受
給
権
を

取
得
し
た
妻
で
あ
っ
て
、
戦
傷
病
者

等
で
あ
る
夫
が
平
成
15
年
4
月
1
日

か
ら
平
成
18
年
9
月
30
日
ま
で
の
間

に
公
務
傷
病
以
外
の
原
因
に
よ
り
死

亡
さ
れ
た
方
。

　
5
年
償
還
の
国
債
5
万
円

▼
請
求
期
間
　
平
成
23
年
10
月
1
日
〜

平
成
26
年
9
月
30
日

※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
手
続
き
が
行

え
な
く
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

・
福
祉
総
務
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

　
ま
た
は
各
支
所

・
県
福
祉
保
健
部
　
国
保
援
護
課

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
4
5
4



　
10
月
分
か
ら
の
支
給
額
は
次
の
よ
う

に
変
わ
り
ま
す
。

▼
手
当
の
月
額
（
平
成
23
年
10
月
分
〜

平
成
24
年
3
月
分
）

○
0
歳
〜
3
歳
未
満

　
1
万
5
0
0
0
円
（
一
律
）

○
3
歳
〜
小
学
校
修
了
前
　
1
万
円

　
（
第
3
子
以
降
は
1
万
5
0
0
0
円
）

○
中
学
生
　
1
万
円
（
一
律
）

※
10
月
分
〜
1
月
分
の
手
当
は
平
成
24

年
2
月
に
、
2
・
3
月
分
の
手
当
は

平
成
24
年
6
月
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
と
支
給
対
象
と
な

る
方
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

下
記
の
一
問
一
答
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
10
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手
当
を
受
け

取
る
た
め
に
は
こ
れ
ま
で
受
け
取
っ
て

い
た
方
も
含
め
、
対
象
の
お
子
さ
ん
を

持
つ
全
て
の
方
は
、
住
民
登
録
の
あ
る

市
町
村
へ
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
!

　
次
の
方
は
平
成
24
年
3
月
ま
で
に
申

請
し
て
も
遡
っ
て
受
け
取
れ
ま
せ
ん
の

で
速
や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
10
月
以
降
に
他
の
市
町
村
へ
転
出
し

た
方

○
10
月
以
降
に
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た

方
　
10
月
以
降
に
他
の
市
町
村
へ
転
出
し

た
方
は
、
転
出
し
た
日
（
転
出
予
定
日
）

の
次
の
日
か
ら
、
10
月
以
降
に
お
子
さ

ん
が
生
ま
れ
た
方
は
、
お
子
さ
ん
が
生

ま
れ
た
日
の
次
の
日
か
ら
数
え
て
15
日

を
経
過
す
る
ま
で
に
必
ず
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
先

　
児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
4

　どうして現在子ども手当を受
給している人も申請をするので
すか?

　新しい法律により支給要件等の変更が行われたことから、改め
て支給の対象となるかどうかを確認する必要があるからです。
　なお、今までの子ども手当や児童手当は、毎年6月に「現況届」
の提出が必要でしたが、平成23年6月は提出を求めず、受給者の方
の負担軽減を図っていたこともあり、今回、支給対象となるお子
さんを持つ全ての方から申請をしていただくことになりましたので、
ご理解のほど、よろしくお願いします。
※現在、子ども手当を受給している方には、11月中旬までに「子
ども手当認定請求書」一式を送付しますので、平成24年3月30日
までに児童課またはお近くの各支所にて手続きをしてください。

　子どもが海外に住んでいる場
合は子ども手当をもらえないの
ですか？

　お子さんが海外に住んでいる場合は、原則として子ども手当を
受け取ることはできません。
　ただし、お子さんが海外の学校に留学している方は、子ども手
当を受け取ることができる場合があります。

　子どもが児童養護施設などに
入所している場合は、子ども手
当はもらえますか？

　お子さんが児童養護施設などに入所している場合は、原則とし
て入所している施設の設置者等が子ども手当を受け取ることにな
ります。

任�意

予防接種名

ＢＣＧ

三種混合1期初回・追加（ジ
フテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合�1期

二種混合�2期
（ジフテリア・破傷風）

日本脳炎1期

日本脳炎2期

通知発送対象児

平成23年8月生まれ

平成22年11月生まれ

平成12年11月生まれ

平成20年11月生まれ

平成23年９月生まれ
ヒブ

小児用肺炎球菌

対象者にお知らせし
ています。

1回目

2回目

市出身の童謡歌手
雨宮知子さん

　
地
域
の
子
育
て
支
援
を
目
的

に
開
催
し
ま
す
。

　
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
の
解
決
策
も

き
っ
と
見
つ
か
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
・
定
員
　
0
〜
3
歳
児
を
も
つ

市
内
在
住
の
親
子
1
0
0
組

▼
日
時
　
11
月
30
日
（
水
）

　
午
前
10
時
か
ら
正
午

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

〇
雨
宮
知
子
さ
ん
に
よ
る
童
謡
コ
ン
サ

ー
ト

〇
市
内
子
育
て
支
援
団
体
ブ
ー
ス
の
見
学
・

体
験

〇
子
育
て
相
談
、
食
育
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
な
ど

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
乳
幼
児
の
身
の
回
り
品
（
オ

ム
ツ
・
飲
み
物
�
な
ど
）

▼
申
込
方
法
　
11
月
1
日
（
火
）
よ
り
お

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
4

　
お
子
さ
ん
の
食
事
で

悩
ま
れ
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
栄
養

士
に
よ
る
幼
児
食
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
が
食
べ
や
す
い
調
理
の
工

夫
や
、
好
き
嫌
い
解
消
メ
ニ
ュ
ー
を
作

り
ま
す
。
前
回
の
参
加
者
か
ら
は
、
「
調

理
の
ヒ
ン
ト
を
教
え
て
も
ら
え
て
よ
か

っ
た
」
「
悩
ん
で
い
た
こ
と
が
解
消
さ
れ

て
良
か
っ
た
」
な
ど
と
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
試
食
（
保
護
者
の
み
）

も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
1
歳
6
カ
月
〜

2
歳
児
の
保
護
者

※
託
児
希
望
の
方
は
、
お
申
し
込
み
の

際
に
、
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
12
月
1
日
（
木
）

受
付
　
午
前
9
時
30
分
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
45
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
　
20
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
保
護
者
用
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾

※
お
子
さ
ん
の
持
ち
物
に
は
、
名
前
を

つ
け
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
オ
イ
ル
を
使
っ
た
3
回
コ
ー
ス
の
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
親
子
の
き
ず
な
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
心
理
学
を
学
ぶ
時
間
や

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
　
生
後
2
カ
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ

前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
　
10
組

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

※
最
小
遂
行
組
数
　
3
組

▼
日
時
　
11
月
4
日
（
金
）・
15
日
（
火
）・

24
日
（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ

う
（
石
和
町
市
部
4
4
8
）

▼
講
師
　
N
P
O
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ

ン
グ
協
会
認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

▼
参
加
費
　
3
回
コ
ー
ス
3
0
0
0
円
（
心

理
学
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
付
音
楽
C
D

と
オ
イ
ル
1
本
付
き
）

▼
持
ち
物
　
普
段
使
っ
て
い
る
バ
ス
タ

オ
ル
・
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
お
子
さ

ん
の
身
の
回
り
品
と
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
N
P
O
法
人

　
H
a
p
p
y�

�
�Sp

a
c
e�

�ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8

＊
対
象
者
に
は
、
後
日
予
診
票
・
契
約

医
療
機
関
等
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を

し
ま
す
。
接
種
時
期
等
の
内
容
を
よ

く
確
認
し
、
契
約
医
療
機
関
に
て
予

防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
他
市
町
村
よ
り
転
入
さ
れ
た
方
、
予

診
票
の
な
い
方
、
合
併
前
の
予
診
票

を
お
持
ち
の
方
は
、
健
康
づ
く
り
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
今
月
は
ポ
リ
オ
集
団
予
防
接
種
が
あ

り
ま
す
。
対
象
者
に
は
詳
し
い
お
知

ら
せ
を
し
ま
す
。
な
お
、
前
回
接
種

で
き
な
か
っ
た
方
は
、
配
布
し
た
「
こ

ど
も
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
確
認

の
う
え
、
健
康
づ
く
り
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

ポリオ
平成23年5月1日～6月30日生まれ

平成22年11月4日～12月31日生まれ



　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
っ
ず
や

つ
し
ろ
」
で
は
境
川
町
で
出
張
開
設
を

し
ま
す
。
池
原
多
恵
先
生
を
講
師
に
迎

え
、
フ
ー
プ
や
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
親
子

で
楽
し
め
る
リ
ト
ミ
ッ
ク
（
音
楽
を
利

用
す
る
学
習
）
を
行
な
い
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子

　
20
組
　
※
要
申
込
み
。

▼
日
時
　
11
月
12
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
は

10
時
30
分
か
ら
）

▼
場
所
　
境
川
総
合
会
館

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
子
育
て
の
主
役
は
パ
パ
と
マ
マ
。
祖

父
母
は
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。
か
わ
い
い

孫
の
た
め
に
、
祖
父
母
の
役
割
や
関
わ

り
方
を
最
新
の
育
児
事
情
と
あ
わ
せ
て

学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
便
利
な
子
育

て
グ
ッ
ズ
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
対
象
　
孫
の
出
産
を
控
え
て
い
る
、

ま
た
は
一
歳
ま
で
の
孫
が
い
る
祖
父

母
　
30
名

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
27
日
（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
�
2
階

▼
講
師

　
榊
原
�

ま
ゆ
み
氏
（
県
助
産
師
会
会
長
）

▼
参
加
費

　
1
0
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具

※
こ
の
講
座
は
、
笛
吹
市
地
域
振
興
促

進
助
成
事
業
「
家
族
の
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ

Ａ
ス
ク
ー
ル
」
の
一
環
で
行
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
N
P
O
法
人

H
a
p
p
y�

�
�Sp

a
c
e�

�ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8

　
市
は
、
東
海
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

大
き
な
地
震
災
害
を
受
け
る
恐
れ
が
あ

る
「
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
」
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
無
料
耐

震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、「
わ
が
家
の
安
心
安
全
」

の
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

無
料
耐
震
診
断

▼
対
象
住
宅
　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
す
住
宅
が
対
象
で
す
。

○
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
住
宅

（
同
年
6
月
1
日
以
降
に
増
築
を
行
っ

た
場
合
も
可
）

○
木
造
在
来
工
法
で
建
て
ら
れ
た
2
階

建
て
以
下
の
住
宅

（
プ
レ
ハ
ブ
工
法
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

工
法
な
ど
は
対
象
外
）

○
長
屋
及
び
共
同
住
宅
以
外
の
も
の

○
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
床
面
積
の

2
分
の
1
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
が
所
有
し
、

居
住
し
て
い
る
住
宅

（
複
数
の
住
宅
所
有
者
の
場
合
は
、
主

に
居
住
し
て
い
る
1
棟
が
対
象
で
す
）

▼
募
集
戸
数
　
20
戸

▼
診
断
費
用
　
無
料
（
市
が
全
額
負
担
）

▼
申
込
方
法
　
11
月
1
日（
火
）〜
30
日（
水
）

ま
で
に
、
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
ま
た

は
各
支
所
に
備
え
て
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
、
抽
選

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

耐
震
改
修
・
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
工
事

に
対
す
る
補
助
制
度

▼
対
象
住
宅

○
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
し

た
、
2
階
建
て
以
下
の
木
造
在
来
工

法
で
建
築
さ
れ
た
住
宅
で
、
「
山
梨

県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
基
づ
い
て
行
う
耐
震
診
断
（
前
述

の
耐
震
診
断
も
該
当
）
な
ど
で
、
総

合
評
点
が
1
・
0
未
満
と
判
定
さ
れ

た
個
人
住
宅
（
自
己
用
）
な
ど
。

○
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
方
の
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

▼
対
象
工
事
等

　
耐
震
改
修
は
、
住
宅
の
総
合
評
点
が
1
・

0
以
上
と
な
る
よ
う
に
行
う
耐
震
改

修
工
事
（
耐
震
補
強
に
結
び
つ
か
な

い
工
事
は
除
く
）

　
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
は
、
耐
震
基
準

に
適
合
し
た
も
の
を
設
置
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▼
補
助
内
容
　
耐
震
改
修
に
つ
い
て
は
、

そ
の
工
事
に
要
す
る
費
用
の
3
分
の

2
以
内
か
つ
80
万
円
が
上
限
で
す
。

シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
は
、
そ
の
工
事
に

要
す
る
費
用
の
3
分
の
2
以
内
か
つ

24
万
円
が
上
限
で
す
。

▼
申
込
方
法
　
い
ず
れ
の
補
助
金
も
着

手
前
に
、
必
ず
申
請
・
協
議
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
申
請
書
を
審
査
し
補
助
基
準
に
適

合
し
た
場
合
、
市
か
ら
決
定
通
知
が

届
い
た
後
工
事
に
着
手
し
て
く
だ
さ

い
。

※
既
に
工
事
着
手
し
た
も
の
や
完
成
し

た
も
の
は
、
補
助
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

■
問
合
せ
先
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

　
計
画
指
導
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
4

　
給
与
の
支
払
者
を
対
象
に
、
平
成
23

年
分
年
末
調
整
の
し
か
た
並
び
に
法
定

調
書
・
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
と
提

出
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
7
日
（
月
）

○
用
紙
配
布
　
午
後
1
時
〜
1
時
30
分

○
説
明
会
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
年
末
調
整
の
し
か
た
及
び
源
泉
所
得

税
に
つ
い
て

山
梨
税
務
署
　
法
人
課
税
　
第
1
部

門
　
源
泉
所
得
税
担
当

☎
0
5
5
3
（
2
2
）
1
4
1
1

・
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
に
つ
い
て

山
梨
税
務
署
　
管
理
運
営
部
門
　
資

料
情
報
担
当

　
☎
0
5
5
3
（
2
2
）
1
4
1
1

・
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
と
提
出
及

び
住
民
税
に
つ
い
て

　
税
務
課
　
市
民
税
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
源
泉
所
得
税
の
納
付
は
「
e
│

Ｔ
ａ

ｘ
」
の
利
用
が
便
利
で
す
。

　
源
泉
徴
収
票
や
各
種
支
払
調
書
も
、
税

務
署
に
足
を
運
ば
ず
に
提
出
で
き
ま
す
。

　
「
e
│

Ｔ
ａ
ｘ
」
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
で
す
。
詳
し
く
は
、
「
e
│

Ｔ
ａ

ｘ
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
:/
/
w
w
w
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-
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o
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/

　
税
務
署
で
は
、
次
の
と
お
り
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
8
日
（
木
）

　
午
前
の
部
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
の
部
　
午
後
1
時
〜
3
時

※
午
前
と
午
後
の
説
明
内
容
は
同
じ
で
す
。

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
�

2
階
　

資
料
展
示
室

▼
説
明
事
項

○
所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
書
の
作
成

及
び
青
色
申
告
特
別
控
除
の
適
用
要

件
（
貸
借
対
照
表
の
説
明
を
含
む
）

に
つ
い
て

○
消
費
税
等
の
届
出
に
関
す
る
手
続
き
、

課
税
売
上
高
の
判
定
、
課
税
売
上
げ

の
区
分
整
理
の
方
法
及
び
申
告
書
の

書
き
方
に
つ
い
て

○
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
e

│

Ｔ
ａ
ｘ
）
の
概
要
及
び
利
用
開
始

に
当
た
っ
て
の
手
続
き
に
つ
い
て

○
年
末
調
整
の
仕
方
に
つ
い
て

消
費
税
の
届
出
は
お
す
み
で
す
か
?

▼
課
税
事
業
者
の
方
へ

　
個
人
事
業
者
の
方
で
、
新
た
に
課

税
事
業
者
（
消
費
税
の
申
告
・
納
付

が
必
要
な
方
）
と
な
る
場
合
に
は
、

納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
「
消
費

税
課
税
事
業
者
届
出
書
」
の
提
出
が

必
要
で
す
。

▼
課
税
事
業
者
と
は
…
?

　
基
準
期
間
（
注
）
に
お
け
る
課
税
売

上
高
が
1
0
0
0
万
円
を
超
え
る
方

が
該
当
し
ま
す
。

（
注
）
基
準
期
間
と
は
、
個
人
事
業
者
の

場
合
、
そ
の
年
の
前
々
年
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
平
成
21

年
分
の
課
税
売
上
高
が
1
0
0
0
万

円
を
超
え
て
い
る
方
は
、
平
成
23
年

分
の
消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
該
当

し
ま
す
。

▼
簡
易
課
税
制
度
に
つ
い
て

　
基
準
期
間
に
お
け
る
課
税
売
上
高

が
、
５
０
０
０
万
円
以
下
の
方
は
、

簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
24
年
か
ら
簡
易
課
税

制
度
を
適
用
し
て
申
告
す
る
個
人
事

業
者
の
方
は
、
平
成
23
年
12
月
31
日

ま
で
に
「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」

を
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
簡
易
課
税
制
度
の
ほ
か
、
消
費
税
の

仕
組
み
や
手
続
き
な
ど
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
:/
/
w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp
/

）
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
山
梨
税
務
署
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
税
務
署
　
個
人
課
税
　
第
1
部
門

　
☎
0
5
5
3
（
2
2
）
1
4
1
5

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
い

た
方
で
、
確
認
の
仕
方
や
記
入
の
仕
方

が
分
か
ら
な
い
方
、
ま
た
内
容
に
疑
問

の
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
相
談
も
引
き

続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ

お
手
元
に
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
あ

る
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所

○
11
月
16
日
（
水
）

　
市
役
所
�

3
階
�

会
議
室

○
12
月
21
日
（
水
）
一
宮
支
所

・
午
前
9
時
〜
正
午

　
午
後
1
時
〜
4
時
（
両
日
と
も
）

▼
持
ち
物

　
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金
手
帳
な
ど

※
そ
の
他
参
考
に
な
り
そ
う
な
物
が
あ

り
ま
し
た
ら
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1



　
市
で
は
「
農
と
食
と
微
生
物
を
活
か

し
た
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
バ
イ
オ

マ
ス
の
郷
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
バ
イ

オ
マ
ス
の
郷
づ
く
り
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
お
い
て
、
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
「
土
づ
く

り
学
習
会
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
　
な
お
、
参
加
者
に
は
、
市
の
実
証
実

験
で
製
造
し
て
い
る
微
生
物
活
性
液
及

び
堆
肥
を
毎
週
月
・
木
曜
日
（
祝
祭
日

を
除
く
）
に
、
こ
の
学
習
会
で
指
定
す

る
場
所
に
て
無
償
提
供
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
方

▼
日
時
　

基
礎
編
　
11
月
25
日
（
金
）

応
用
編
　
12
月
6
日
（
火
）

・
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
7
時
〜
9
時

▼
場
所

　
学
び
の
杜
み
さ
か
　
視
聴
覚
室

▼
内
容
　
E
M
菌
を
使
用
し
た
土
づ
く

り
等
（
基
礎
編
、
応
用
編
）

▼
定
員
　
各
回
90
名
（
先
着
順
）

※
要
申
込
み
。

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
締
切
　
11
月
22
日
（
火
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
�
農
林
経
営
担
当

�
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
実
践
的
な
炭
焼
き
を
学
び
、
そ
の
技

術
を
習
得
し
ま
せ
ん
か
。
果
樹
の
剪
定

枝
の
有
効
活
用
に
も
最
適
な
ド
ラ
ム
缶

を
用
い
た
炭
焼
き
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
・
内
容

　
11
月
9
日
（
水
）
〜
11
日
（
金
）

※
3
日
間
参
加
す
る
こ
と
を
推
奨
し
ま

す
。

○
9
日
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
予
定
）

○
10
日
　
午
前
9
時
〜
午
後
7
時
（
予
定
）

○
11
日
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
（
予
定
）

ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
炭
焼
き
体
験
、
甲

州
市
大
和
名
所
巡
り
、
俵
編
み
体
験

な
ど

▼
場
所
甲
斐
の
国
大
和
自
然
学
校

（
甲
州
市
大
和
町
田
野
1
1
6
）

甲
州
市
大
和
町
内
の
炭
焼
き
窯

▼
講
師

　
平
山
�
金
吾
氏
（
現
役
炭
焼
き
師
）

▼
定
員
　
15
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
参
加
日
数
に
よ
ら
ず
一
律

１
０
０
０
円
（
材
料
代
・
講
師
謝
金

と
し
て
。
宿
泊
滞
在
費
は
除
く
。
食

事
に
関
し
て
は
各
自
で
用
意
し
て
く

だ
さ
い
）

▼
注
意
事
項
　

　
　
10
日
夕
方
〜
夜
間
に
か
け
て
窯
止

め
の
作
業
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
参
加

者
の
方
に
は
10
日
の
晩
、
都
合
が
つ

く
限
り
宿
泊
し
て
頂
き
ま
す
。
宿
泊

先
は
、
別
途
紹
介
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切
　
11
月
2
日
（
水
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
峡
東
林
務
環
境
事
務
所
　
森
づ
く
り

　
推
進
課
　
林
業
自
然
保
護
担
当

　
☎
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
2
1

　
℻
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
2
8

　
相
談
希
望
の
方
は
、
事
前
に
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
に
就
農
を
予
定
、
ま
た

は
希
望
し
て
い
る
方
（
農
家
後
継
者
、

新
規
参
入
者
等
）

▼
日
時
　
11
月
27
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
市
役
所
�

3
階
�

第
1
会
議
室

▼
申
込
方
法

　
　
11
月
17
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
先

　
峡
東
農
務
事
務
所
�

農
業
農
村
支
援
課

　
（
峡
東
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
0
7

　
℻
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
0
9
）

■
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

▼
斡
旋
図
書

○
農
業
日
誌
　
　
　
　
　
1
1
2
0
円

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
　
　
1
1
2
0
円

○
新
農
家
暦
　
　
　
　
　
�
3
9
0
円

▼
申
込
期
限
　
12
月
16
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
ま
た
は
各
支
所

　農地・宅地等から樹木の枝が道路にはみ出し、交通

に支障をきたす箇所が見受けられます。所有者は枝等

の管理に充分ご注意をお願いします。

　
N
P
O
や
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・

市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
な
ど
市
内
で
活
動

す
る
団
体
や
、
こ
れ
か
ら
何
か
活
動
を

始
め
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
市
民
の

方
を
対
象
に
、
市
民
活
動
支
援
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
「
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
活
発
に
し
た
い
」

「
団
体
の
法
人
化
を
考
え
て
い
る
」「
N
P
O

の
運
営
に
悩
ん
で
い
る
」
「
こ
れ
か
ら
何

か
活
動
を
始
め
て
み
た
い
」
な
ど
、
市

民
活
動
に
対
す
る
様
々
な
疑
問
や
悩
み

に
つ
い
て
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

○
市
内
に
主
た
る
事
務
所
が
あ
る
活
動

団
体

○
主
に
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
（
グ

ル
ー
プ
）

○
市
民
で
、
こ
れ
か
ら
活
動
を
考
え
て

い
る
方

▼
日
時

○
12
月
1
日
（
木
）
、
10
日
（
土
）

○
平
成
24
年
1
月
21
日
（
土
）
、
29
日
（
日
）

・
い
ず
れ
も
午
後
1
時
〜
4
時
30
分

▼
場
所
　
市
役
所
�

3
階
�

第
3
会
議
室

▼
相
談
員

　
日
原
�
佐
徳
氏
（
行
政
書
士
）

▼
申
込
方
法
　
事
前
に
次
の
項
目
を
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
。
E
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
①
氏
名
、
②
住
所
、
③
連
絡
先
、

④
所
属
団
体
（
な
い
場
合
も
可
）
、
⑤

相
談
希
望
日
（
時
間
）
⑥
相
談
し
た
い

こ
と
の
内
容
、
を
相
談
希
望
日
の
2

日
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援

課
　
市
民
活
動
支
援
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
3
8

℻
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
5

E
-
m
a
il

sh
im
in
k
a
tsu
d
o
h
@
c
ity
.fu
e
fu
k
i.

lg
.jp

　
女
性
の
日
常
で
起
こ
る
様
々
な
人
権

問
題
に
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
電
話
専

用
の
相
談
窓
口
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の

解
決
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
た
め
、

全
国
一
斉
に
次
の
期
間
で
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
の
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
強
化
期
間

　
11
月
14
日
（
月
）
〜
20
日
（
日
）

▼
時
間
（
強
化
週
間
期
間
中
）

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後

5
時
ま
で

▼
相
談
電
話
番
号

　
☎
0
5
7
0
（
0
7
0
）
8
1
0

▼
実
施
機
関

甲
府
地
方
法
務
局
、
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会

▼
相
談
担
当
者

甲
府
地
方
法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護

委
員

■
問
合
せ
先

　
甲
府
地
方
法
務
局
�
人
権
擁
護
課

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
7
2
3
9

　　
県
民
に
対
す
る
幅
広
い
相
談
対
応
を

行
い
、
県
民
の
安
心
な
生
活
を
後
押
し

す
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
23
日
（
水
・
祝
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

▼
場
所

　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館
　
山
の
都
ア

リ
ー
ナ

▼
相
談
員

　
司
法
書
士
・
行
政
書
士
・
社
会
保
険

労
務
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・
税
理
士
・

公
認
会
計
士
・
弁
護
士
・
弁
理
士
・

不
動
産
鑑
定
士
・
中
小
企
業
診
断
士

▼
入
場
料
　
無
料

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
東
京
地
方
税
理
士
会
山
梨
県
会

　
☎
0
5
5
（
2
3
3
）
1
3
1
8

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
な
ど
複

数
の
金
融
業
者
か
ら
お
金
を
借
り
て
お

悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

市
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時
　
11
月
16
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
�

2
階
�

会
議
室

▼
相
談
時
間

　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員
　

　
網
倉
�
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物
　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収

入
等
が
わ
か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1



　
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部
所
属

の
税
理
士
に
よ
る
「
税
の
無
料
相
談
会
」

を
実
施
し
ま
す
。
税
理
士
2
名
が
、
皆

さ
ん
の
ご
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
18
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
正
午
　
午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
所
　
イ
オ
ン
石
和
店
1
階

▼
そ
の
他
　
相
談
に
あ
た
り
、
参
考
に

な
る
書
類
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
事
前
予
約

は
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

・
山
梨
税
務
署
　
総
務
課

　
☎
0
5
5
3
（
2
2
）
1
4
1
1

・
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部

　
☎
0
5
5
（
2
3
3
）
1
3
1
8

　
結
婚
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
11
月
11
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
11
月
20
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

（
両
日
と
も
に
受
付
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
L
版
写

真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分
証
明

書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
他
市
町
主
催
の
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

情
報
を
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支

援
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支
援
サ
イ

ト
『
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト
』

h
ttp
s
:/
/
o
p
e
n
c
ity
.jp
/
fu
e
fu
k
i/

・
携
帯
サ
イ
ト

h
ttp
s
:/
/
o
p
e
n
c
ity
.jp
/
fu
e
fu
k
i/

m
o
b
ile
/
m
o
b
ile
.js
p

※
笛
吹
市
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相

談
所
登
録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢

者
の
情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
市
結

婚
相
談
員
を
装
う
電
話
が
あ
っ
て
も
、

情
報
を
提
供
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課
　

市
民
活
動
支
援
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
11
月
9
日
（
水
）
か
ら
15
日
（
火
）
ま
で

の
一
週
間
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
市
民
の
方
々
に
火
災

予
防
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
火
災
の
発
生
を
防
ぎ
、
尊
い

生
命
と
貴
重
な
財
産
を
火
災
か
ら
守
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

次
の
項
目
を
重
点
的
に
推
進
し
ま
す
。

▼
住
宅
防
火
対
策

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
早
期
設
置
促

進
○
独
居
老
人
世
帯
等
に
対
す
る
訪
問
防

火
診
断

▼
旅
館
、
ホ
テ
ル
等
の
防
火
管
理
体
制

の
充
実

○
自
衛
消
防
訓
練
の
促
進
と
実
施
指
導

○
避
難
施
設
・
消
防
用
設
備
等
の
維
持

管
理
の
徹
底

○
防
炎
品
の
使
用
徹
底

▼
防
火
広
報
活
動

○
防
災
行
政
無
線
放
送
、
消
防
車
両
並

び
に
大
型
物
品
販
売
店
舗
等
の
店
内

放
送
に
よ
る
防
火
広
報

○
市
内
小
学
生
に
公
募
作
製
し
た
防
火

図
画
・
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
配

布
○
防
火
啓
発
用
パ
ネ
ル
等
の
掲
示

▼
車
両
（
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
等
）
火
災

等
予
防
対
策

○
移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
（
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
）
の
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

　
『
住
宅
用
火

災
警
報
器
』
は

消
防
法
の
改
正

に
よ
り
、
今
年

の
6
月
か
ら
す

べ
て
の
住
宅
に

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ま
だ
未
設
置
の
方
は
1
日
も
早
く
設
置

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

《
火
災
予
防
に
努
め
、
火
災
の
な
い
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し

ま
し
ょ
う
》

「
消
し
た
は
ず
　
決
め
つ
け
な
い
で

　
も
う
一
度
」

（
平
成
23
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

■
問
合
せ
先

　
市
消
防
本
部
　
予
防
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
1
1
9

財
団
法
人�
�北
野
生
涯
教
育
振
興
会
様

（
東
京
都
目
黒
区
）

【
彫
刻
2
点
】

スコレーセンター

御坂農村環境改善センター

いちのみや桃の里ふれあい文化館

八代総合会館

境川総合会館

春日居あぐり情報ステーション

芦川ふるさと総合センター

石和会場

御坂会場

一宮会場

八代会場

境川会場

春日居会場

芦川会場

　
平
成
24
年
成
人
式
を
、
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
平
成
3
年
4
月
2
日
〜
平
成

4
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

▼
日
時
　
平
成
24
年
1
月
8
日
（
日
）

　
受
付
　
午
後
1
時

　
開
式
　
午
後
1
時
30
分

▼
場
所
　

　
市
外
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
笛
吹
市

成
人
式
に
参
加
希
望
の
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
9

　
市
で
は
、

花
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を

応
援
し
て
い

ま
す
。

　
市
内
の
憩

い
の
場
や
道

路
沿
い
な
ど

へ
の
花
を
植

え
た
り
育
て

た
い
地
区
・

住
民
の
団
体
な
ど
に
対
し
て
、
花
の
苗

や
種
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
花
苗
配
布
事
業
を
利
用
し

て
、
多
く
の
団
体
が
花
苗
の
支
給
を
受

け
、
市
役
所
入
り
口
や
、
公
民
館
、
道

路
沿
い
、
土
手
沿
い
な
ど
の
花
だ
ん
や

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
に
、
花
が
植
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
公
共
空
地
が
あ
り
、
花
が
大
好
き
な

方
は
、
仲
間
と
一
緒
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
請
・
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
7
月
24
日
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
を

通
じ
て
ア
ナ
ロ
グ
衛
星
放
送
（
Ｂ
Ｓ
）

を
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

く
あ
り
ま
し
た
が
引
き
続
き
、
デ
ジ
タ

ル
衛
星
放
送
（
Ｂ
Ｓ
）
を
お
楽
し
み
い

た
だ
く
た
め
に
は
、
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ

ナ
や
S
T
B
（
セ
ッ
ト
ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク

ス
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
機
器
を
設
置
さ

れ
ず
、
衛
星
放
送
（
Ｂ
Ｓ
）
が
ご
覧
い

た
だ
け
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
受
信
料

の
変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
N
H
K
甲
府
放
送
局

　
☎
0
5
5
（
2
2
2
）
1
3
1
6

　
（
平
日
…
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
6
時
）

　
労
働
保
険
と
は
、
雇
用
保
険
と
労
災

保
険
を
総
称
し
た
言
葉
で
す
。

　
労
働
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
も

含
ま
れ
ま
す
）
1
人
で
も
雇
っ
て
い
る

事
業
主
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
加

入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
確
認
の
う
え
、
早
期
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
甲
府
公
共
職
業
安
定
所
　
適
用
課

　
☎
0
5
5
（
2
3
2
）
6
0
6
0

　
10
月
20
日
か
ら
次
の
と
お
り
山
梨
県

最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

1
時
間
　
6
9
0
円

■
問
合
せ
先

・
甲
府
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
0
5
5
（
2
2
4
）
5
6
1
1

・
山
梨
労
働
局
賃
金
室

　
☎
0
5
5
（
2
2
5
）
2
8
5
4

お
詫
び
と
訂
正

　
10
月
号
9
ペ
ー
ジ
「
新
農
業
委
員
決

ま
る
」
に
掲
載
し
た
会
長
の
名
前
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
「
赤
岡
勝
廣
氏
」

は
正
し
く
は
「
赤
岡
勝
　
氏
」
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。



■問合せ先　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎�055（261）3339

　８月９日、富士川クラフトパークで一宮地域と春日居

地域の子どもたちの合同カヌー体験教室が開催され、１

年生から６年生の29名が参加して、カヌーにチャレンジ

しました。

　インストラクターにパドルの漕ぎ方や転覆した場合の

説明を受け、ひとりずつライフジャケットを身につけ、

進水を開始しました。

　最初は思うように右に曲がったり、左に曲がったりが

できなかったようですが、しばらくすると１年生でも漕

ぐことができるようになり、まるで“あめんぼう”のよ

うにスイスイと水の上を行き来していました。なかには

友達とカヌーで鬼ごっこをする達人もいて、楽しいカヌー

体験教室となりました。

　カヌー体験教室以外にも、各地域でいろいろな教室を

開催しました。地域や学年を超え、たくさんの友達を作っ

たり、じっくりと物づくりに取り組んだり、様々な体験

ができる機会ですので、今後もこのような教室を大いに

活用してほしいと思います。

　
11
月
3
日
は
開
館
記
念
日
。
イ
ベ

ン
ト
た
く
さ
ん
で
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
○
薄
茶
席
ふ
る
ま
い
（
先
着
１
０
０

名
）

○
土
偶
作
り
（
午
後
1
〜
3
時
、
材

料
費
2
0
0
円
）

○
収
蔵
庫
特
別
公
開
（
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
）

　
い
つ
も
と
違
う
、
夜
の
博
物
館
を

探
検
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
11
月
11
日
（
金
）

　
午
後
8
時
ま
で
開
館

（
入
館
は
午
後
7
時
30
分
ま
で
）

※
入
館
料
は
通
常
通
り
で
す
。

　
秋
の
一
日
、
火
を
囲
ん
で
ど
ん
ぐ

り
ク
ッ
キ
ー
作
り
や
弓
矢
体
験
な
ど
、

自
然
と
と
も
に
縄
文
体
験
し
ま
せ
ん

か
。
▼
日
時
　
11
月
23
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
内
容
　
ド
ン
グ
リ
ク
ッ
キ
ー
作
り
、

弓
矢
・
石
の
道
具
体
験
、
土
器
野

焼
き（
土
器
作
り
は
終
了
し
ま
し
た
）

※
見
学
自
由
で
す
。

※
ど
ん
ぐ
り
ク
ッ
キ
ー
作
り
は
要
事

前
申
込
み
（
材
料
費
2
0
0
円
）

　
い
に
し
え
に
、
私
た
ち
と
同
じ
こ

の
地
を
選
ん
で
暮
ら
し
た
縄
文
人
。

彼
ら
が
丹
精
に
作
っ
た
縄
文
土
器
の

謎
を
、
じ
っ
く
り
解
い
て
み
ま
せ
ん

か
。
▼
日
時
　
11
月
6
日
（
日
）

　
午
後
2
時
か
ら

▼
講
師
　
長
沢
　
宏
昌
氏
（
日
本
考

古
学
協
会
会
員
）

▼
参
加
料
　
無
料
。
要
事
前
申
込
み

�
縁
に
穴
の
あ
い
た
ふ
し
ぎ
な
土
器

の
謎
に
せ
ま
り
ま
す
。

▼
開
催
期
間
�
11
月
30
日
（
水
）
ま
で

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

（
土
・
日
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

（金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

平成23年9月6日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成23年9月6日※

平成23年9月6日※

平成23年9月6日※

平成23年9月20日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成23年9月20日※

御坂町・八代町・境川町・芦川町

石和町・一宮町・春日居町

八代町竹居

笛吹市役所　一宮支所

八代町・境川町・芦川町

一宮町・春日居町

石和町

八代町竹居

御坂町八千蔵

石和町今井

芦川町中芦川

芦川町中芦川

八代町南

石和町広瀬

一宮町新巻

一宮町石

一宮町狐新居

御坂町尾山

一宮町石

御坂町・八代町・境川町・芦川町

石和町市部

御坂町蕎麦塚

御坂町蕎麦塚

¥9,700,000

¥11,400,000

¥8,000,000

¥13,000,000

¥7,780,000

¥9,600,000

¥9,600,000

¥6,300,000

¥23,000,000

¥30,000,000

¥38,000,000

¥28,000,000

¥1,400,000

¥17,300,000

¥16,000,000

¥17,000,000

¥11,000,000

¥15,600,000

¥16,400,000

¥22,000,000

¥9,800,000

¥15,000,000

¥13,400,000

中央舗道建設（有）

（株）日昇建設

浅野環境ソリューション（株）

（株）佐野緑化土木

（株）上組

（有）天野組

（株）日工建設

（有）天野組

友愛工業（株）

（有）末木建設

（株）飯塚工業

（株）芦沢組土木

（有）荻野土建

（有）三枝工務店

（有）三枝工務店

（有）三枝工務店

武藤工業（株）

（株）上野建工

武藤工業（株）

風間興業（株）

（株）栗田工業

友愛工業（株）

（有）宮下設備

緊急舗装修繕業務委託3

緊急舗装修繕業務委託4

マンホールポンプ設置工事第1工区（八代）

笛吹市一宮支所庁舎改修工事

農業用施設緊急補修業務委託（5工区）

緊急維持修繕業務委託4

緊急維持修繕業務委託5

下水道管渠布設工事第6工区（八代）

下水道管渠布設工事第7工区（御坂）

市道1350（旧石和386）号線道路改良工事

林道鶯宿中芦川線（中芦川入沢工区）開設工事

林道鶯宿中芦川線（鴬宿工区）開設工事

南農道舗装工事

消防団石和分団第5部拠点施設新築工事

消防団一宮分団第13部拠点施設新築工事

消防団一宮分団第21部拠点施設新築工事

市之蔵農道改良工事

尾山農道改良工事

石下農道改良工事

緊急維持修繕業務委託6

下水道管渠耐震化工事（浮上対策）

下水道管渠布設工事第8工区（御坂）

下水道関連配水管布設替工事（御坂1工区）

¥9,300,000

¥10,700,000

¥6,240,000

¥10,010,000

¥6,068,000

¥7,488,000

¥7,488,000

¥4,914,000

¥18,720,000

¥23,500,000

¥34,250,000

¥25,200,000

¥1,000,000

¥16,558,000

¥14,066,000

¥15,234,000

¥9,000,000

¥12,880,000

¥13,200,000

¥16,500,000

¥9,300,000

¥12,240,000

¥12,460,000

※総合評価

折りたたみテーブル
マイクスタンド、ワイヤ
レスアンプ、マイク等

発電機テント

　
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
宝
く

じ
の
収
益
金
の
一
部
を
財
源
と
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
の
助
成
金
を

受
け
、
石
和
町
山
崎
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
用
備
品
が
新
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
宝
く
じ
は
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
11
月
20
日
の
「
県
民
の
日
」
を
記
念

し
て
、
次
の
と
お
り
各
種
の
催
し
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
県
内
各
地
の
特
産
品
を
は
じ
め
、
多

数
の
展
示
や
体
験
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
や

各
種
団
体
に
よ
る
活
動
内
容
の
発
表
の

場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
19
日
（
土
）
〜
20
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

▼
場
所
　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
県
立
美
術
館
、
博
物
館
、
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
県
有
施
設
で
、
観
覧

料
・
入
館
料
な
ど
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
20
日
（
日
）

▼
対
象
施
設

○
八
田
家
書
院

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
6
1
1
1

○
青
楓
美
術
館

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
1
2
2

○
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
3
3
3
3

▼
日
程
　
11
月
20
日
（
日
）

※
他
市
町
村
の
施
設
も
対
象
で
す
が
、

日
程
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
県
民
の
日
記
念
行
事
実
行
委
員
会
事

務
局
（
県
民
生
活
・
男
女
参
画
課
内
）

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
3
5
0

　
℻
0
5
5
（
2
2
3
）
1
3
5
4



102歳　上野志づ江さん（御坂町）新100歳　山下直江さん（一宮町）

　
市
で
は
、
敬
老
の
日
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
満
77
歳
6
1
0
人
、

満
88
歳
3
1
3
人
、
満
1
0
0
歳

以
上
46
人
の
方
々
に
敬
老
祝
金
を

贈
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
9
月
17
日
に
は
、
荻
野

市
長
ら
市
関
係
者
が
、
市
内
の
１

０
０
歳
以
上
の
方
を
訪
問
し
、
長

寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

1次審査会

荻野市長に優勝報告を行う小池さん（写真左）

御坂東保育所 御坂西小学校

　
市
で
は
、
夏
の
節
電
対
策
の
一

環
と
し
て
学
校
、
保
育
所
や
市
庁

舎
に
て
緑
の
カ
ー
テ
ン
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
保
育
所
で
は
園
児
た
ち
が
収
穫

し
た
ゴ
ー
ヤ
を
給
食
と
し
て
味
わ

っ
た
ほ
か
、
庁
舎
で
育
て
ら
れ
た

ゴ
ー
ヤ
は
、
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
で

市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
9
月
15
日
に
山
口
県
周
南
市
の

熊
毛
総
合
射
撃
場
で
行
わ
れ
た
国

民
体
育
大
会
「
山
口
国
体
」
に
お

い
て
、
市
消
防
本
部
の
小
池
康
弘

さ
ん
が
、
山
梨
県
の
代
表
と
し
て

ク
レ
ー
射
撃
ス
キ
ー
ト
団
体
の
部

に
出
場
し
、
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　
小
池
さ
ん
は
市
消
防
本
部
東
部

出
張
所
に
勤
務
し
て
い
て
、
厳
し

い
練
習
環
境
の
中
、
見
事
県
勢
初

の
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
8
月
1
日
か
ら
9
月
15
日
ま
で

募
集
を
行
い
ま
し
た
「
笛
吹
市
の

食
材
で
元
気
に
な
ろ
う
　
地
産
地

消
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
1
6
7

点
の
レ
シ
ピ
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
9
月
30
日
に
は
1
次
審
査
が
行

わ
れ
、
12
点
の
作
品
が
通
過
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
2
次
審
査
会
が
11
月
12

日
（
土
）
に
、
い
ち
の
み
や
も
も
の

里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
で
行
わ
れ
ま

す
。

　
市
内
各
地
区
の
資
源
物
回
収
会
場

で
廃
食
油
・
賞
味
期
限
切
れ
の
油
を

回
収
し
ま
す
。
廃
食
油
は
、
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
に
な
り
、
ご
み
収

集
車
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
11
月

は
一
宮
地
区
で
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
家
庭
に
廃
食
油
が
あ
れ
ば
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
透
明
な
容
器
に
入

れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会

場
と
な
る
地
区
以
外
の
方
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
11
月
5
日
（
土
）

田
中
地
区
　
田
中
公
民
館

午
前
6
時
30
分
〜
8
時

竹
原
田
地
区
　
竹
原
田
公
民
館

午
前
7
時
〜
8
時

○
6
日
（
日
）

金
田
地
区

老
人
憩
い
の
家
（
旧
公
民
館
）

午
前
7
時
〜
8
時
30
分

末
木
地
区

小
池
板
金
前
志
村
氏
宅
駐
車
場

午
前
6
時
〜
8
時
30
分

○
12
日
（
土
）

中
尾
地
区
　
中
尾
公
民
館

午
前
6
時
30
分
〜
8
時

塩
田
地
区
　
塩
田
公
民
館

午
前
6
時
30
分
〜
8
時

○
13
日
（
日
）

土
塚
地
区
　
熊
野
神
社
境
内

午
前
6
時
〜
8
時
30
分

石
地
区
　
マ
ル
イ
果
実
組
合

午
前
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

▼
回
収
す
る
油
の
種
類
　
植
物
油
（
菜

種
、
大
豆
、
コ
ー
ン
、
べ
に
花
、

ご
ま
、
ひ
ま
わ
り
な
ど
）

○
鉱
物
油
、
牛
・
豚
脂
、
パ
ー
ム
な

ど
の
油
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

○
天
か
す
な
ど
は
取
り
除
い
て
く
だ

さ
い
。

○
廃
食
油
回
収
後
、
容
器
は
お
持
ち

帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

○
お
店
な
ど
の
事
業
に
伴
う
廃
食
油

は
回
収
し
ま
せ
ん
。

　
県
主
催
に
よ
る
ね
こ
・
犬
の
飼
い

方
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ね
こ
の
飼
い
方
教
室

▼
日
時
　
11
月
26
日
（
土
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
か
ら

　
開
催
　
午
後
2
時
か
ら

▼
場
所
　
山
梨
市
ま
ち
の
駅
（
山
梨

市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）

▼
講
師
　
加
藤
由
子
先
生

※
教
室
終
了
後
、
ね
こ
の
相
談
会
も

開
催
さ
れ
ま
す
。

犬
の
飼
い
方
教
室

▼
日
時
�
12
月
7
日
（
水
）

�
受
付
　
午
後
1
時
30
分
か
ら

�
開
催
　
午
後
2
時
か
ら

▼
場
所
　
県
東
山
梨
合
同
庁
舎

　
1
0
1
会
議
室

▼
講
師
　
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

職
員

■
問
合
せ
先

・
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
7
3
）
5
0
3
4

・
峡
東
保
健
所
衛
生
課

　
☎
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
5
1

　
環
境
問
題
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
き
、
か
け
が
え
の
な
い
恵
み
豊
か

な
環
境
を
守
り
次
世
代
へ
と
引
き
継

い
で
い
か
れ
る
よ
う
、
環
境
リ
サ
イ

ク
ル
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
13
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
甲
府
市
環
境
セ
ン
タ
ー
（
甲

府
市
上
町
6
0
1
―
4
）

▼
内
容
　
再
生
自
転
車
・
家
具
の
抽
選

販
売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か

■
問
合
せ
先

甲
府
市
環
境
部
　
環
境
総
室

環
境
保
全
課
　
環
境
保
全
係

　
☎
0
5
5
（
2
4
1
）
4
3
1
2

　　
古
タ
イ
ヤ
と
バ
ッ
テ
リ
ー
の
み
の

回
収
で
す
。
な
お
、
お
店
な
ど
事
業

に
よ
っ
て
排
出
さ
れ
た
古
タ
イ
ヤ
・

バ
ッ
テ
リ
ー
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

▼
回
収
日
時
・
場
所

○
石
和
　
12
月
4
日
（
日
）

市
役
所
本
庁
舎
駐
車
場

○
御
坂
　
12
月
3
日
（
土
）

御
坂
支
所
駐
車
場

○
一
宮
　
12
月
4
日
（
日
）

一
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場

○
八
代
　
12
月
3
日
（
土
）

八
代
支
所
前
駐
車
場

○
境
川
　
12
月
3
日
（
土
）

境
川
支
所
裏
駐
車
場

○
春
日
居
　
12
月
4
日
（
日
）

春
日
居
支
所
北
側
駐
車
場
（
商
工

会
館
裏
）

○
芦
川
　
12
月
4
日
（
日
）

芦
川
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
駐

車
場

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
8
時
か
ら

11
時
ま
で
。

回
収
場
所
は
お
住
ま
い
の
町
だ
け

で
な
く
、
他
の
回
収
場
所
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

タ
イ
ヤ
回
収
料
金
（
1
本
あ
た
り
）

○
自
転
車
　
　
　
　
　
　�

1
0
0
円

○
テ
イ
ラ
ー
・
リ
ヤ
カ
ー�

2
0
0
円

○
軽
・
普
通
車
　
　
　
　�

2
0
0
円

○
大
型
車
　
　
　
　
　
　�

5
0
0
円

　
ホ
イ
ー
ル
が
付
い
て
い
て
も
回
収

し
ま
す
。
な
お
、
バ
ッ
テ
リ
ー
は
無

料
で
す
。

■�問合せ先　ごみ減量課　�☎�05 5（2 6 1）2 0 4 4　または各支所



●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

11
月
５
日
（
土
）
・
12
日
（
土
）
・
19
日

（
土
）・
26
日（
土
）

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
　
２
時
〜
2
時
30
分

毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

11
月
17
日（
木
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

11
月
10
日（
木
）・
24
日（
木
）

午
前
11
時
か
ら

※
24
日
（
木
）
の
タ
ン
タ
ン
は
、
秋
の
ス
ペ
シ

ャ
ル
タ
ン
タ
ン
お
は
な
し
会
で
す
。
詳
し

く
は
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

11
月
５
日（
土
）午
後
2
時
〜
３
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

11
月
８
日（
火
）・
22
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
）

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム�

５
周
年
ス
ペ
シ
ャ
ル

（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）★

11
月
18
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー�

一
宮
図
書
館

11
月
３
日（
木
）午
後
２
時
か
ら

場
所
　
一
宮
図
書
館
玄
関
前

入
場
無
料

※
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
内
容
で

お
は
な
し
会
を
し
ま
す
。
皆
さ
ん
一
緒
に

一
宮
図
書
館
の
開
館
記
念
日
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

11
月
２
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
〜
お
は
な
し
会
〜

11
月
６
日（
日
）・
13
日（
日
）・
27
日（
日
）

午
後
２
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

11
月
11
日（
金
）・
25
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

11
月
12
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

11
月
16
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

11
月
20
日（
日
）午
後
２
時
か
ら

●
え
ほ
ん
で
G
O
！
〜
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
〜

11
月
５
日（
土
）・
19
日（
土
）・
26
日（
土
）

午
前
11
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

11
月
12
日（
土
）午
後
１
時
30
分
か
ら

●
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

11
月
２
日（
水
）・
９
日（
水
）・
16
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

11
月
５
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　

も
も
（
乳
幼
児
向
け
）

11
月
８
日（
火
）・
22
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！（
小
学
生
向
け
）

11
月
12
日
（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

11
月
19
日（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

11
月
26
日（
土
）午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
は
な
し
☆
お
は
な
し
２
０
１
１

県
内
で
活
動
し
て
い
る
図
書
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
図
書
館
の
共

催
で
お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。
読

み
聞
か
せ
、
お
は
な
し
、
人
形
劇
、
紙
芝

居
な
ど
楽
し
い
内
容
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
…
11
月
26
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
　
場
所
…
春
日
居
あ
ぐ
り
情

報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

ホ
ー
ル
　
入
場
無
料

＊
電
力
不
足
に
と
も
な
い
、
閉
館
時
間
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民
館
ま
つ
り
・
老
人

ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど

に
出
向
き
、
年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
出

前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け
に
な

り
た
い
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館
（
担
当
�
雨
宮
）
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2
6
2
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9
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／
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９
時

土
・
日
・
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／
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９
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〜
午
後
５
時

℡
０
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５
３（
４
７
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２
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平
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火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
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土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
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２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館
　
７
日（
月
）・
14
日（
月
）・

21
日（
月
）・
28
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館
　
２
日（
水
）・
９
日（
水
）・

16
日（
水
）・
24
日（
木
）・
30
日（
水
）

◆
一
宮
図
書
館
　
７
日（
月
）・
14
日（
月
）・

21
日
（
月
）・
23
日
（
水
）・
28
日
（
月
）・
30

日（
水
）

◆
八
代
図
書
館
　
３
日（
木
）・
７
日（
月
）・

14
日
（
月
）・
21
日
（
月
）・
23
日
（
水
）・
28

日（
月
）・
30
日（
水
）

◆
境
川
図
書
室
　
３
日（
木
）・
６
日（
日
）・

13
日
（
日
）・
20
日
（
日
）・
23
日
（
水
）・
27

日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館
　
４
日（
金
）・

７
日
（
月
）・
14
日
（
月
）・
21
日
（
月
）・
24

日（
木
）・
28
日（
月
）・
30
日（
水
）

▼日時　11月23日（水）午後2時から
▼場所　スコレーセンター　集会室
▼内容　ワークショップ

サイン会（当日「こびとづかん」などの本を
購入された方にサインを行います）
（先着100名・1家族1枚）それ以外の人には
抽選でプレゼントあり。

入場無料ですが、11月1日より申し込みを受

け付けます。

図書館内に展示す
る「こびと」を募集
します。優秀作品に
は、素敵なプレゼン
トがあります。
用紙は、各図書館に
用意してあります。

■申込・問合せ先　石和図書館�☎�055（262）5959

▼日時　11月3日（木）

　　　　午前9時30分～午後4時30分

▼場所　一宮図書館前

▼日時　11月19日（土）

　　　　午前10時～午後4時30分

▼場所　春日居あぐり情報ステーション

　　　　ロビー

　市立図書館では、図書の汚損・破損等の理由
により貸出しに耐えないと判断された本や、月
日が経過し館内貸出しにはそぐわない本を一時
閉架とし、各種団体等集団貸出しとして利用し
ます。
　そうした後にブックリサイ
クルを行い、皆さんに還元し
ています。また、ブックリサ
イクルでの収益金は、新刊等
の購入に充てられています。

荻野市長に寄付金を贈呈する御坂会網倉会長（写真右）

　
8
月
10
日
、
市
役
所
に
お
い
て
御
坂

会
（
網
倉
和
仁
会
長
）
か
ら
図
書
購
入

の
た
め
の
寄
附
金
10
万
円
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
御
坂
会
に
は
平
成
22
年
度
に

創
設
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
青
少

年
の
人
材
育
成
の
た
め
、
10
万
円
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
、
御
坂
図
書
館
で
は
、
「
御

坂
会
文
庫
（
未
来
サ
ポ
ー
ト
）
」
と
名

付
け
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
子
ど
も
た

ち
が
将
来
の
進
路
や
職
業
を
模
索
し
よ

う
と
す
る
際
の
手
助
け
と
な
る
よ
う
な

図
書
資
料
を
購
入
し
ま
し
た
。
本
年
度

も
こ
の
文
庫
を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。



▼慶祝訪問でご長寿の方々を取材しまし
た。皆さん、とても100歳になられると

は思えないほどのお元気な様子でした。中にはご家族とと
もに家の外で私どもを出迎えて、部屋を案内してくださっ
たご長寿の方がいらっしゃいました。当初、その方はご家
族・ご親戚の方だろうと思っていたこともあって、驚きも
ひとしおでした。また、話を伺ってみると、趣味に打ち込
んだり、毎日を楽しんでいる様子で、見習いたいことがた
くさんありました。ありがとうございました。　　　�（K）

　このたび、笛吹市の観光・物産・イベン

ト等の情報をいち早く、正しく、分かりや

すく情報発信するためのホームページ「ふ

えふき観光ナビ」が立ち上がりました。市

外からの観光客はもちろん、市民の皆さん

にもご活用いただき、地元活性化の一助と

なればと考えています。

　魅力あるホームページになるように、情

報更新や取材記事の掲載を行っていきます

が、民間事業者さんの店舗情報もホームペ

ージをご覧になる方にとって大変興味のあ

る情報です。

　新規開設にあたりまして基本情報の初年

度掲載料金と初回ページ製作料金は無料と

しましたので、ぜひ、この機会に掲載をご

検討ください。
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